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　２月18日から22日まで開催された「春

季県体第61回県内一周大分合同駅伝競

走大会」。二豊路に春を告げる大会として

広く県民に親しまれています。

　「日間１位＆トップで竹田入り」―市民

にとって夢のような現実を目の当たりに

した日。選手の奮闘が春を呼び込むよう

に、「春一番」の大きな風を吹かせました。

（詳細は７ページに掲載）

　２月18日から22日まで開催された「春

季県体第61回県内一周大分合同駅伝競

走大会」。二豊路に春を告げる大会として

広く県民に親しまれています。

　「日間１位＆トップで竹田入り」―市民

にとって夢のような現実を目の当たりに

した日。選手の奮闘が春を呼び込むよう

に、「春一番」の大きな風を吹かせました。

（詳細は７ページに掲載）

春を呼ぶ使者



め
て
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
証
を
受

け
た
「
炭
酸
泉
入
浴
と
自
然
散
策
を

組
み
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
」
▽
市
総
合

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成
▽
全
国

初
の
「
温
泉
療
養
保
健
制
度
」
な
ど
、

竹
田
市
独
自
の
ク
ア
オ
ル
ト
構
想
の

実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

温
泉
療
養
に
精
通
し
た

ナ
ウ
マ
ン
教
授
を

招
い
て

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
、
フ
ラ
イ
ブ
ル

グ
大
学
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ナ
ウ
マ
ン
教

授
は
、
温
泉
療
法
や
ア
ク
ア
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス（
湯
中
運
動
）等
の
保
養
地
医

↑フライブルグ大学のヨハネス・ナウマン教授（写真前列中央）とセミナーの参
加者の皆さん

↑「ヴィタクラシカ」での湯中運動について説明する
ナウマン教授

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
保
養

す
る
ド
イ
ツ
発
祥
の
滞
在
型
保
養
地

「
ク
ア
オ
ル
ト
」。
ド
イ
ツ
国
内
に
は

療
養
の
た
め
の
中
長
期
滞
在
が
可
能

な
施
設（
ク
ア
ハ
ウ
ス
）な
ど
が
あ
り
、

医
療
保
険
の
適
用
を
受
け
、
療
養
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
滞
在
客
数
は
２
０
１
５
年

に
は
約
２
４
０
０
万
人
、
平
均
宿
泊

日
数
は
４·

７
泊
に
上
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
竹
田
市
が
掲
げ
る
ク
ア
オ

ル
ト
構
想
。
世
界
に
冠
た
る
日
本
の

温
泉
資
源
を
活
用
し
た
「
国
民
の
健

康
づ
く
り
」、「
予
防
医
療
の
推
進
」、

「
新
た
な
観
光
戦
略
」
を
三
本
柱
に
、

温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設（
予
定
）

「
ク
ア
ハ
ウ
ス
」
の
整
備
▽
九
州
で
初

学
全
般
が
専
門
分
野
。「
炭
酸
泉
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
本
市
と
国
際
姉
妹
都

市
を
結
び
、
昨
年
10
月
に
交
流
30
周

年
を
迎
え
た
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
に
あ
る
温
泉
保
養
施

設
「
ヴ
ィ
タ
ク
ラ
シ
カ
」
の
連
携
医
を

務
め
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
温
泉
を
利
用
し
た
健
康

増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
や
、
温
泉

施
設
の
安
全
管
理
等
を
行
う
「
温
泉

入
浴
指
導
員
」
の
資
格
を
持
つ
市
総

合
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
参
加

し
、
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

ナ
ウ
マ
ン
教
授
は
「
ヴ
ィ
タ
ク
ラ

シ
カ
」
で
の
湯
中
運
動
に
つ
い
て
、

「
28
～
34
度
の
温
泉
水
で
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
行
っ
て
い
る
。
陸
上
で
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
比
べ
、
水
の
浮
力
に

よ
り
膝
や
腰
な
ど
に
か
か
る
負
担
が

少
な
く
、
水
圧
で
血
液
の
循
環
も
良

く
な
る
。
ま
た
、
水
中
で
は
ど
の
よ

う
な
動
き
に
対
し
て
も
負
荷
が
あ

り
、
筋
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
最
適
。

手
術
後
の
膝
の
運
動
機
能
が
よ
り
早

期
に
回
復
し
た
例
も
あ
る
」
と
話
し
、

「
45
分
の
湯
中
運
動
で
は
、
対
象
者
の

年
齢
や
病
気
の
有
無
な
ど
に
応
じ
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
バ
イ
ク
や
棒
な
ど
、

よ
り
負
荷
が
か
か
る
道
具
を
使
う
こ

と
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
強
度
を
変

え
て
い
る
。
利
用
者
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
音
楽
を
流

す
こ
と
も
欠
か
さ
な
い
」
と
具
体
的

な
取
り
組
み
事
例
を
説
明
し
ま
し
た
。

湯
中
運
動
に
効
果
的

な
ア
ド
バ
イ
ス

講
義
の
あ
と
、
温
泉
棟
の
湯
中
運

動
浴
槽
ゾ
ー
ン
で
参
加
者
10
人
が
湯

中
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
ま
し

た
。
直
径
６
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
１·

１

メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
の
大
浴
槽
で
は
、

足
の
甲
で
水
を
持
ち
上
げ
る
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
目
を
開
け
た
ま
ま
の

片
足
立
ち
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
っ
た
参
加
者
。
浴
槽
と

つ
な
が
っ
た
歩
き
湯
で
は
、
大
き
く

脚
を
振
り
出
し
体
重
を
前
へ
移
動
さ

せ
、
か
か
と
か
ら
着
地
す
る
歩
行
運

動
を
行
い
ま
し
た
。

一
連
の
運
動
を
見
学
し
た
ナ
ウ
マ

ン
教
授
は
「
脚
と
腕
の
動
き
を
同
時

に
行
う
と
よ
り
効
果
的
な
運
動
に
な

る
。
道
具
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 竹田市独自のクアオルト構想実現に向け

ドイツの温泉療養に学ぶ
４月の開業に向けて、準備が進む直入町長湯の温泉利用型健康増進

施設（予定）「竹田市長湯温泉クアハウス」。

２月５日、ドイツのクアオルトや温泉治療学を学ぶ「湯中運動セミナ

ー」が同施設で開催され、竹田市独自の湯中運動プログラムの開発に活

かそうと約40人が参加。ドイツの先進的な事例を学びました。
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今月の目次  Lineup

広報

３月号

人　口　21,824　人

男　性　10,198　人

女　性　11,626　人

世帯数　10,266 世帯

  ※平成31年２月１日現在の住民基本台帳による

（ 前 月 比 ）

（ － 62 人 ）

（ － 40 人 ）

（ － 22 人 ）

（－ 21 世帯）

人口のうごき

ドイツの温泉療養に学ぶ

友好を育む＂音楽の力”／貴重な史料が竹田市に

音楽で綴る廉太郎の生涯

認知症高齢者の捜索訓練 ほか

市民の誇り、堂々２位！ ほか

第８回「荒城の月短歌大会」入選作品発表

たけたんトピックス

グランツたけたイベント情報

「一票が築く明日の大分県」

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

竹田の婚活を＂のぞき見”コラム／ふるさと

求人情報

農福連携で産地維持／人権シリーズぬく

もり ほか

休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！

健康一直線

滞納処分を強化しています

国民健康保険の届出をお忘れなく！

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

第21回岡藩城下町雛まつり／竹田でにゃん

こを見つけてニャー／誕生おめでとう ほか

郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！
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■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

←直入町の籾山神社の参
道に群生する福寿草が、
いま黄色い可憐な花を
つ け て い ま す。2015年
に池坊花逍遥100選プロ
ジェクト「未来に残した
い日本の花風景百選」に
選定されたこの福寿草。
地元の人が大切に育て
ながら、その群落を守り
続けています。３月17日
には神社の境内で「福寿
草を愛でる茶会」が開か
れます。

↑㈱長湯ホットタブのスタッフの皆さん

↑湯中運動の改善点について、ナウマン教授から助
言をいただきました

↑浴槽に浸かり、実際に湯中運動を行う参加者

を
取
り
入
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
幅
を

持
た
せ
て
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

湯
中
運
動
を
体
験
し
た
市
総
合
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
阿
南
悦え
つ

子こ

さ
ん

は
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
に
音
楽
を
か

け
て
い
る
と
聞
き
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ

が
落
ち
た
思
い
。
よ
り
広
く
市
民
の

方
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

湯
中
運
動
の
効
果
を
具
体
的
に
説
明

し
指
導
し
て
い
き
た
い
」。
長
湯
温

泉
療
養
文
化
館
「
御
前
湯
」
内
の
温

泉
利
用
相
談
室
で
温
泉
入
浴
指
導

を
行
っ
て
い
る
熊く
ま
が
え谷

麗れ
い

さ
ん
は
「
ナ

ウ
マ
ン
教
授
の
『
炭
酸
泉
で
は
身
体

を
湯
に
浸
け
た
ま
ま
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
動
き
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る

こ
と
が
運
動
の
効
果
を
高
め
る
う
え

で
大
切
』
と
の
話
が
印
象
的
だ
っ
た
。

炭
酸
泉
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
利
用

者
の
年
齢
や
身
体
の
状
態
に
応
じ
た

効
果
的
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
木
の
温
も
り
が
優
し
く
、
周
囲
の

自
然
に
非
常
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
」
と
、

ク
ア
ハ
ウ
ス
の
印
象
に
つ
い
て
語
っ

た
ナ
ウ
マ
ン
教
授
。「
ド
イ
ツ
と
日
本

の
温
泉
文
化
は
共
通
点
が
多
く
、
今

後
も
助
言
や
協
力
を
惜
し
ま
ず
行
っ

て
い
き
た
い
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
中
心
に
多
く
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
開
発
さ
れ
、
利
用
者
が
健
康
に
、

ま
た
幸
せ
に
な
れ
る
施
設
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

エ
ビ
デ
ン
ス
調
査
で
も

１
月
28
日
か
ら
２
月
１
日
ま
で
の

５
日
間
行
わ
れ
た
湯
中
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
エ
ビ
デ
ン
ス
調
査
で
は
、
膝

や
腰
に
痛
み
の
あ
る
市
民
10
人
を
対

象
に
、
運
動
の
前
後
で
の
身
体
機
能

の
変
化
を
分
析
。
痛
み
の
改
善
が
見

ら
れ
る
な
ど
湯
中
運
動
の
効
果
と
み

ら
れ
る
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調
査
結
果
が
判

明
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

４
月
の
「
竹
田
市
長
湯
温
泉
ク
ア

ハ
ウ
ス
」
の
温
泉
棟
、
レ
ス
ト
ラ
ン
棟

と
宿
泊
棟
の
全
面
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、

「
ヴ
ィ
タ
ク
ラ
シ
カ
」
の
湯
中
運
動
や

エ
ビ
デ
ン
ス
調
査
の
結
果
を
参
考
に
、

「
炭
酸
泉
」
を
活
用
し
た
湯
中
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
始
め
と
す
る
温

泉
保
養
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

2015年８月に企業進出協定を締結した
株式会社長湯ホットタブ（小星重治代表）
が、３月１日付けでクアハウスの指定管理
者に決まりました。
同社のスタッフ５人が施設の管理運営
や市が推進する湯中運動等の保健健康事
業などを行い、施設の利用促進を図って
いきます。

株式会社長湯ホットタブが
指定管理者に

3 2019 年３月発行

ドイツの温泉療養に学ぶ



↑グランツに響き渡る仙台フィルの豊かで華やかな演奏に合わせ、竹田のまちに相応しくアレンジ
された「荒城の月」を披露する合唱ワークショップの参加者

仙台フィルと市民らが共演

友好を育む“音楽の力”

杜の都・仙台から「仙台フィルハーモニー管弦楽団」（1973年創立）が来

竹。２月24日、竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉でコンサートが開

催されました。

天
才
作
曲
家
・
瀧
廉
太
郎
を
育
ん

だ
竹
田
市
と
詩
人
・
土
井
晩
翠
の
故

郷
で
あ
る
仙
台
市
。「
荒
城
の
月
」

を
縁
に
「
音
楽
姉
妹
都
市
」
の
協
定

を
結
び
、
50
年
以
上
に
わ
た
り
友
好

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
自
ら
被
災

し
な
が
ら
も
演
奏
活
動
を
続
け
て

き
た
「
仙
台
フ
ィ
ル
」。“
復
興
”
を

テ
ー
マ
と
し
た
今
回
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪

雨
か
ら
復
興
を
遂
げ
た
本
市
に
、
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響
曲
第
９
番

「
新
世
界
よ
り
」
が
贈
ら
れ
、
グ
ラ
ン

ツ
の
新
た
な
幕
開
け
を
感
じ
さ
せ

る
気
高
く
、
華
や
か
な
演
奏
に
来
場

者
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
合
唱
と
演
劇
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
市
民
ら
約

２
０
０
人
が
仙
台
フ
ィ
ル
と
共
演
。

合
唱
参
加
者
は
、
合
唱
曲
を
中
心

に
多
く
の
楽
曲
を
手
掛
け
る
新
進

作
曲
家
の
信の
ぶ
な
が長

貴た
か

富と
み

さ
ん
が
編
曲

し
た
「
荒
城
の
月
」
と
「
群
青
」

の
２
曲
を
、
演
劇
参
加
者
は

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
橋
を
架
け
よ

う
」
を
仙
台
フ
ィ
ル
の
演
奏
と

と
も
に
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し

ま
し
た
。

↑
公
演
前
日
の
23
日
に
は
、
荻
・
久
住
・
直
入

の
各
会
場
で
仙
台
フ
ィ
ル
に
よ
る
出
前

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
荻
会
場

で
は
市
民
約
60
人
が
弦
楽
四
重
奏
の
音

の
美
し
さ
を
楽
し
み
ま
し
た

↑約２か月にわたるワークショップで練習を重ねた参加者。第
一線で活躍する専門家の指導により身につけた豊かな表現
力を、本番の舞台で披露しました

↑史料の中には、廉太郎の絶筆となった「憾」の譜面
（㊤）や友人に宛てた手紙（㊦）が含まれていました

↑寄贈いただいた史料を整理す
る市職員

楽
聖
・
瀧
廉
太
郎（
１
８
７
９

～
１
９
０
３
年
）
の
直
筆
と
み

ら
れ
る
譜
面
や
手
紙
、
写
真
な

ど
の
貴
重
な
史
料
を
、
所
有
し

て
い
た
廉
太
郎
の
親
友
の
遺
族

の
方
が
本
市
に
寄
贈
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

市
に
届
い
た
７
つ
の
段
ボ
ー

ル
に
収
め
ら
れ
て
い
た
史
料
は

２
０
０
点
以
上
。
廉
太
郎
の
遺

作
と
な
っ
た
ピ
ア
ノ
曲
「
憾
う
ら
み

」
の

譜
面
や
１
９
０
１
年
に
ド
イ
ツ

留
学
に
向
か
う
船
の
上
で
し
た

た
め
た
と
さ
れ
る
手
紙
な
ど
、

廉
太
郎
の
人
柄
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料

ば
か
り
。

廉
太
郎
が
亡
く
な
る
約
４
か

月
前
の
１
９
０
３
年
２
月
14
日

の
日
付
が
記
さ
れ
た
「
憾
」
の

譜
面
は
き
れ
い
に
体
裁
が
整
え
ら
れ
、

廉
太
郎
の
几
帳
面
な
性
格
が
伺
え
ま

す
。市

で
は
い
た
だ
い
た
史
料
の
整
理

作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
専
門
家

に
史
料
の
調
査
を
依
頼
し
、
裏
付
け

を
進
め
る
予
定
で
す
。

将
来
的
に
は
瀧
廉
太
郎
記
念
館

に
展
示
し
、
市
民
や
観
光
客
に
公
開

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
瀧
廉
太
郎
の

生
誕
１
４
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
、
本
市
に
と
っ
て
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
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友好を育む＂音楽の力”／貴重な史料が竹田市に

貴
重
な
史
料
が
竹
田
市
に

廉太郎がつなぐ過去と未来



若
き
音
楽
家
が
奏
で
る
廉
太
郎
の
思
い

瀧
廉
太
郎
の
名
曲
を
Ｃ
Ｄ
に

↑廉太郎の描いた夢や希望を若き音楽家のみずみず
しい歌声とピアノで綴ったCD「Re－瀧廉太郎作品
集－」を寄贈していただいた藤原伊央里さん（写真
左）、吉野英勝教育長、音楽劇を監修している桐朋
学園芸術短期大学の松井康司教授（写真右）

瀧
廉
太
郎
の
生
誕
１
４
０
周
年
を

記
念
し
制
作
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
が
完
成
し
、

制
作
を
手
掛
け
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
藤

原
伊い

お

り

央
里
さ
ん
が
本
市
に
Ｃ
Ｄ
を
寄

贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

廉
太
郎
の
頭
文
字
「
Re（
れ
）」
と

絶
筆
と
な
っ
た
「
憾
う
ら
み

」
の
最
後
に
記

さ
れ
た
音
「
Re（
レ
）」
か
ら
名
づ
け

ら
れ
た
Ｃ
Ｄ
「
Re
‒
瀧
廉
太
郎
作
品

こ
の
音
楽
劇
は
２
０
０
２
年
に
初

演
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
東
京
で
行
わ

れ
た
竹
田
会
や
、
竹
田
小
学
校
・
竹

田
南
部
中
学
校
、
創
立
１
２
０
周
年

を
迎
え
た
竹
田
高
校
で
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
事
業
と
し
て
、
廉

太
郎
ホ
ー
ル
で
の
上
演
が
実
現
し
ま

し
た
。

物
語
は
瀧
廉
太
郎
が
通
っ
た
東

京
音
楽
学
校
の
先
輩
、
東
ひ
が
し

く
め
の
回

想
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
り
、
15
歳
で
入

学
し
た
廉
太
郎
が
、
友
人
の
鈴
木
毅き

一い
ち

ら
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く

様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

学
生
服
の
一
番
上
の
ボ
タ
ン
だ
け

を
留
め
る
ス
タ
イ
ル
を
皆
が
真
似

る
な
ど
学
内
の
人
気
者
だ
っ
た
廉

太
郎
。
家
族
の
愛
に
包
ま
れ
、「
日
本

と
西
洋
の
架
け
橋
に
な
る
」
と
い
う

目
標
を
胸
に
、
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
に
留
学
し
た
廉
太
郎
は
、
類
ま
れ

な
る
才
能
を
認
め
ら
れ
る
も
、
そ
の

志
半
ば
に
結
核
に
侵
さ
れ
、
帰
国
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
…
。

23
歳
と
い
う
短
い
生
涯
を
音
楽
に

捧
げ
、
情
熱
を
傾
け
た
廉
太
郎
。
劇

中
に
は
「
荒
城
の
月
」
や
「
憾
」、「
お

正
月
」
な
ど
、
廉
太
郎
の
作
曲
し
た

歌
曲
が
作
ら
れ
た
背
景
と
と
も
に

流
れ
、
物
語
の
情
感
を
高
め
て
い
ま

す
。

約
２
時
間
に
わ
た
る
劇
を
鑑
賞

し
た
生
徒
た
ち
。
野
仲
涼
太
さ
ん（
竹

田
南
部
中
学
校
３
年
）
は
「『
荒
城
の

月
』
や
『
鳩
ぽ
っ
ぽ
』
な
ど
、
作
曲
さ

れ
た
当
時
の
状
況
や
心
境
が
劇
団

員
の
演
技
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。
明

る
く
朗
ら
か
で
、
熱
心
な
廉
太
郎
。

自
分
が
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、

め
げ
ず
に
情
熱
を
持
っ
て
頑
張
ろ
う

と
思
っ
た
」。

阿
南
智と

も

よ誉
さ
ん
（
同
）
は
劇
に
心

を
打
た
れ
た
様
子
で
、「
廉
太
郎
が

苦
し
み
な
が
ら
も
一
生
懸
命
作
曲
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
私
た
ち
の
時

代
の
音
楽
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
合

唱
や
音
楽
鑑
賞
を
通
じ
て
、
音
楽
に

親
し
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

集

‒
」。
藤
原
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
、
歌
い

手
を
第
60
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日

本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
第

１
位
を
獲
得
し
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の

紀
野
洋ひ
ろ
た
か孝

さ
ん
ら
若
手
声
楽
家
８

人
が
務
め
ま
し
た
。

音
楽
劇
「
瀧
廉
太
郎
物
語
」
で
ピ

ア
ノ
を
担
当
し
て
い
る
藤
原
さ
ん
は

「
音
楽
劇
の
制
作
に
関
わ
っ
て
い
く

な
か
で
、
23
歳
と
い
う
若
さ
で
こ
の

世
を
去
っ
た
瀧
廉
太
郎
の
思
い
を
知

り
、
曲
を
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
。
若
い
世
代
が
聴
く
き
っ

か
け
に
な
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｄ
に
は
名
曲
「
荒
城
の
月
」
を

始
め
、
メ
ヌ
エ
ッ
ト
や
組
歌
「
四
季
」、

「
憾
」
な
ど
全
10
曲
を
収
録
。
市
立
図

書
館
で
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

天才作曲家・瀧廉太郎の生涯を描いた音楽劇「瀧

廉太郎物語」の公演が２月11日と12日、竹田市総合

文化ホール〈グランツたけた〉で行われました。

桐朋学園芸術短期大学（東京都）の卒業生らでつ

くる劇団が上演。11日は約300人の一般来場者、12

日は市内の小学４年生から中学３年生までの児童・

生徒ら約900人が観劇しました。

↑音楽劇「瀧廉太郎物語」の一場面。（前列左から）東くめ、鈴木毅一、瀧廉太郎

↑日本の音楽を作ろうと命を懸けて作曲を続ける廉太郎

5 2019 年３月発行

音楽で綴る廉太郎の生涯 
桐と

う
ほ
う朋

学
園
芸
術
短
期
大
学
の
卒
業
生
ら
が
上
演

音
楽
で
綴
る
廉
太
郎
の
生
涯



↑５、６人のグループに分かれ、地図を広げて捜索ルートを検討する参加者たち

↑参加者は滝さんがよく買い物に行っていた商業施設
などを捜索

↑会場と一体となったパフォーマンスを披露した
竹田高校器楽部の皆さん↑和綿の糸紡ぎ体験コーナーで、来場者と交流を

深める隊員

↑滝さんの特徴に似た女性を見つけると
優しい口調で話しかけ、滝さん本人か
確認していました

認知症の高齢者が112人（市全体では1543人）、認知症があ

り自分で外出ができる人が62人（同818人）居住する玉来地区。

行方不明になった認知症の高齢者を地域住民で捜索し、適

切な声かけと保護を行う「認知症 地域で見守り声かけ訓練」が

１月27日、市内で初めて同地区で行われました。

玉
来
分
館
体
育
館
に
集
ま
っ
た

地
区
住
民
ら
約
１
２
０
人
は
、
加
藤

病
院
の
職
員
ら
が
演
じ
る
寸
劇
を

見
学
し
、「
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い
」

「
で
き
る
だ
け
一
人
で
声
を
か
け
る
」

「
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
、
ゆ
っ

く
り
優
し
い
口
調
で
対
応
す
る
」
な

ど
、
見
守
り
と
声
か
け
の
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

訓
練
は
―
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
を
患
っ
て
い
る
同
地
区
在
住

の
滝
れ
ん
子
さ
ん（
仮
名
、
78
歳
）
が

朝
食
の
準
備
中
に
行
方
不
明
に
な

り
、
夫
が
捜
索
願
を
出
し
た
」
―
と

の
想
定
で
実
施
。

滝
さ
ん
の
身
体
的
特
徴
や
服
装
、

本
人
の
生
活
歴
な
ど
の
情
報
を
頼

り
に
、
捜
索
方
法
や
ル
ー
ト
を
検
討

し
た
参
加
者
た
ち
は
、
通
行
人
か
ら

目
撃
情
報
を
集
め
な
が
ら
エ
リ
ア
内

を
捜
索
。
滝
さ
ん
の
特
徴
に
似
た
女

性
を
見
つ
け
る
と
、「
ど
ち
ら
に
行

か
れ
ま
す
か
？
」「
滝
さ
ん
で
す
か
？
」

と
優
し
く
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

捜
索
開
始
か
ら
数
十
分
後
、
滝
さ
ん

を
無
事
発
見
し
保
護
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
声
か
け
に
と
て

も
勇
気
が
い
っ
た
」「
本
人
の
ス
ナ
ッ

プ
写
真
が
あ
る
と
捜
索
し
や
す
い
」

な
ど
の
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。

訓
練
を
主
催
し
た
玉
来
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
の
倉
野
脩
生
会
長

は
「
今
後
も
年
１
回
は
訓
練
を
行
い
、

認
知
症
の
人
を
地
域
で
見
守
る
体

制
を
整
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
や
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
の
訓
練
を
市
内
全
域
に
広

げ
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

「
世
代
や
団
体
の
垣
根
を
越
え
て
、

和わ

き気
藹あ

い
あ
い々

と
音
楽
を
楽
し
み
、
聴
い

て
も
ら
お
う
」
と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
市
文
化
連
盟
器
楽
部
と
声
楽
部

の
合
同
演
奏
会
「
第
12
回
和わ

き気
藹あ

い
お
ん音

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
２
月
３
日
、
竹
田
市

総
合
文
化
ホ
ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た
〉で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
市
内
で

活
動
す
る
９
団
体
が
出
演
し
、
全
17

曲
を
披
露
。
廉
太
郎
ホ
ー
ル
に
広
が

る
情
感
豊
か
な
歌
声
、
息
の
合
っ
た

迫
力
あ
る
演
奏
に
、
会
場
に
詰
め
か

「
竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活

動
報
告
会
」
が
１
月
26
日
、
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
隊
員
38
人
が
温
泉
療

養
や
畜
産
ヘ
ル
パ
ー
、
工
芸
な
ど
自

ら
の
活
動
を
パ
ネ
ル
や
作
品
展
示
な

ど
で
紹
介
。
来
場
者
は
活
動
内
容
を

質
問
し
な
が
ら
隊
員
と
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

洋
裁
家
の
末
岡
美
穂
さ
ん
は
、
服

の
素
材
に
使
用
す
る
和
綿
を
栽
培
す

る
な
ど
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
３
年

間
の
活
動
を
振
り
返
り
、「
隊
員
と
し

て
の
活
動
は
３
月
で
終
わ
る
が
、
地

域
の
人
と
の
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

技
術
を
生
か
し
た
洋
裁
教
室
を
始
め

た
い
」。

来
場
者
か
ら
は
「
若
く
て
親
し
み

や
す
く
、
意
欲
的
な
隊
員
ば
か
り
。

一
人
ひ
と
り
の
活
動
に
つ
い
て
も
っ

と
知
る
機
会
が
あ
れ
ば
」
と
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

け
た
音
楽
フ
ァ
ン
か
ら
温
か
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

〝
和
〟
を
奏
で
、
世
代
を
繋
ぐ
ハ
ー
モ
ニ
ー

38
人
の
夢
あ
る
活
動
報
告
会

市内初の取り組み–

認知症高齢者の捜索訓練
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認知症高齢者の捜索訓練 ほか



↑笑顔でフィニッシュ！

↑受賞された瀧本真二さん（左）
と河室健士さん

※先月号で紹介しましたボクシン
グの女子選手権シニアウエル
ター級で優勝した菊池真琴さ
んも同表彰を受賞されました

↑堂々トップでフィニッシュテープ
を切った志賀祥一選手↑地元を駆け抜ける選手に熱い声援を送る市民の皆さん

↑母校・久住中学校の後輩たちの声援を受け、久住登り
に挑んだ志賀勇輝選手（写真㊤）

　こいのぼりを掲げて応援する都野小学校の児童の前
を快調なペースで走る吉良進選手（写真㊦）

春
季
県
体
第
61
回
県
内
一
周
大

分
合
同
駅
伝
競
走
大
会
（
39
区
間
、

３
９
０·

６
キ
ロ
）が
２
月
18
日
か
ら

22
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
回
大
会
で
は
Ａ
部
復
帰
を
果

た
し
た
も
の
の
、
わ
ず
か
３
秒
差
で

総
合
３
位
に
届
か
な
か
っ
た
竹
田
市
。

９
日
に
行
わ
れ
た
結
団
式
で
は
髙
橋

孝
一
郎
監
督
が
「
こ
の
１
年
、
選
手

一
人
一
人
が
１
秒
の
重
さ
を
胸
に

練
習
に
励
ん
で
き
た
。
Ａ
部
残
留
は

も
と
よ
り
総
合
３
位
を
目
標
に
、
力

戦
奮
闘
し
て
最
後
ま
で
駆
け
抜
け

た
い
」
と
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
初
日
は
２
位
と
絶
好
の
ス

タ
ー
ト
。
雨
中
の
レ
ー
ス
と
な
っ
た

２
日
目
の
19
日
は
志
賀
祥
一
選
手

（
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）が
市
民

の
大
声
援
を
受
け
、
堂
々
ト
ッ
プ
で

竹
田
市
役
所
前
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。

日
間
１
位
を
奪
取
し
ま
し
た
。
翌
20

日
は
志
賀
勇ゆ
う

輝き

選
手
（
大
分
中
村
病

院
）
が
久
住
登
り
に
挑
戦
。「
先
輩

フ
ァ
イ
ト
！
」
と
、
同
選
手
の
母
校
・

久
住
中
学
校
生
徒
か
ら
の
力
強
い

声
援
を
背
に
、
懸
命
に
坂
を
駆
け
上

が
り
ま
し
た
。
志
賀
選
手
か
ら
タ
ス

キ
を
受
け
取
っ
た
吉
良
進
選
手
（
竹

田
市
役
所
）
は
快
走
を
見
せ
、
６
位

で
直
入
支
所
前
に
入
り
ま
し
た
。

竹
田
市
チ
ー
ム
は
そ
の
後
も
安

定
し
た
レ
ー
ス
を
展
開
。
総
合
２
位

の
座
を
守
る
と
と
も
に
、
躍
進
賞
で

も
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
個

人
で
は
山
田
泰た
い

史し

選
手
、
志
賀
祥
一

選
手
、
吉
野
誠ま

さ

と人
選
手
が
区
間
賞
を
、

宮
川
剛
つ
よ
し

選
手
、
志
賀
直
樹
選
手
が
努

力
賞
を
獲
得
。
特
に
山
田
選
手
は
区

間
新
を
２
日
連
続
で
記
録
す
る
な

ど
チ
ー
ム
を
牽
引
し
ま
し
た
。

市
民
に
大
き
な
夢
と
感
動
を
与

え
て
く
れ
た
選
手
団
の
皆
さ
ん
。
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
瀧た
き
も
と本

真し

ん

じ二
さ
ん（
54
歳
・
後
山
）
が
、「
九
州

地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表

彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

瀧
本
さ
ん
は
14
年
に
わ
た
り
、
体

育
行
事
の
企
画
・
運
営
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
普
及
に
努
め
、
平
成
27
年
か

ら
は
同
委
員
会
の
会
長
と
し
て
、
先

導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。「
受

賞
を
機
に
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

通
し
た
市
民
相
互
の
交
流
促
進
に
邁

進
し
て
い
き
た
い
」

　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
を
表
彰
す
る
「
大
分
県

体
育
協
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表

彰
」
を
河か
わ
む
ろ室
健け

ん

し士
さ
ん（
86
歳
・
鏡
）が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

河
室
さ
ん
は
市
ゴ
ル
フ
協
会
の
創

立
以
降
、
30
年
に
わ
た
り
会
長
を
務

め
る
と
と
も
に
、
練
習
場
を
開
設
し

ゴ
ル
フ
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
競

技
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
42
歳
で
始
め
た

河
室
さ
ん
の
ゴ
ル
フ
の
腕
前
は
、

エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト（
18
ホ
ー
ル
を
自

分
の
年
齢
以
下
の
打
数
で
回
る
）
を

１
９
４
回
達
成
す
る
ほ
ど
。
県
民
体

育
大
会
に
も
25
回
出
場
さ
れ
て
い
ま

す
。「
受
賞
を
光
栄
に
思
う
。
健
康
に

留
意
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
た
い
」

福を呼び込む“熱走”
「第 38回嫗岳地区駅伝競走大
会」が２月３日、嫗岳分館を発着
するコースで行われ、過去最高と
なる10チームが参加しました。
神原チームの工藤将太選手が

「日頃鍛えた脚力で、鬼にも負け
ず、家庭に福をもたらすよう一生
懸命走り抜きます」と節分にちな
んだ宣誓で会場を沸かせると、選
手らは福を呼び込もうと熱い走り
を見せていました。

瀧
本
さ
ん
、
河
室
さ
ん
に

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
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応
募
数
を
今
年
も
大
幅
に
更
新
！

第
８
回 

「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」入
選
作
品
発
表

歴
史
・
文
化
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
「
荒
城

の
月
短
歌
大
会
」
も
今
年
で
第
8
回
目
を
迎
え
、
昨
年
の
３
３
３
８
首
を
大
き
く
上
回
る
６
１
３
０
首
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
者
は
竹
田
市
出
身
の
歌
人
・
川
野
里
子
さ
ん
。
大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
は
特
別
賞
「
角
川
『
短
歌
』

編
集
部
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。
入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

 

題　

詠　
　

「
花
」

■
一
般
の
部

  

最

優

秀

賞
≪

角

川
『

短

歌

』
編

集

部

賞
≫  

ヒ
ロ
シ
マ
は
夾
竹
桃
が
盛
り
で
す

　
　
　
　
　
　
　

そ
ち
ら
に
花
は
咲
い
て
ゐ
ま
す
か

（
大
分
県
・
金
澤
諒
和
）

 

優

秀

賞 

君
と
僕
の
残
酷
な
ま
で
の
空
白
に　

蔓
伸
ば
し
咲
く
朝
顔
の
花

（
長
野
県
・
野
本
真
吾
）

想
い
の
た
け
散
り
ば
め
た
花
の
便
箋
に   

一
文
字
め
君
を
何
と
呼
ぼ
う
か

（
三
重
県
・
竜
田
の
ど
か
）

 

佳

 

作 

降
り
し
き
る
花
の
し
た
行
く
救
急
車　

そ
の
ま
ま
父
は
桜
と
な
れ
り

（
静
岡
県
・
高
田
光
恵
）

ね
ぇ
な
ん
で
勝
手
に
ひ
と
り
で
死
ん
じ
ゃ
う
の
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窓
辺
の
花
が
や
け
に
ま
ぶ
し
い

（
新
潟
県
・
塚
野
さ
や
か
）

花
柄
蝶
は
独
身
な
ら
ん
全
身
が　

ポ
ン
プ
と
な
っ
て
秋
の
蜜
吸
う

（
群
馬
県
・
清
水
篤
）

異
国
語
の
飛
び
交
ふ
園
の
そ
の
中
に　

さ
ま
ざ
ま
の
花
綻
び
に
け
る

（
竹
田
市
・
衛
藤
日
出
子
）

病
床
に
年
を
越
す
児こ

に
絵
本
読
む　

花
咲
か
爺
に
な
っ
た
つ
も
り
で

（
北
海
道
・
中
村
英
俊
）

切
り
た
て
の
安
房
の
ス
ト
ッ
ク
咲
き
続
く

　
　
　
　
　
　
　

花
瓶
の
水
を
け
も
の
の
ご
と
吸
い

（
千
葉
県
・
安
藤
ふ
よ
）

遠
い
日
の
き
み
が
ち
い
さ
な
花
束
を

　
　
　
　
　
　
　

嗅
ぐ
ふ
り
を
し
て
泣
い
て
い
た
こ
と

（
京
都
府
・
橋
爪
志
保
）

薬
草
の
鵯
ひ
よ
ど
り
ば
な

花
の
蜜
を
吸
ひ　

浅あ
さ
ぎ
ま
だ
ら

葱
斑
は
異
国
へ
渡
る

（
静
岡
県
・
秋
山
忠
義
）

心
病
む
あ
な
た
の
言
葉
は
び
い
ど
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　

花
火
の
よ
う
だ
し
ず
か
に
砕
け
る

（
大
分
県
・
檜
垣
実
生
）

来
年
も
花
見
し
よ
う
と
言
つ
た
だ
け

　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
で
も
そ
れ
は
愛
か
も
し
れ
ぬ

（
愛
知
県
・
朝
岡
み
ゆ
き
）

■
高
校
生
の
部

 

最
優
秀
賞 

人
は
み
な
原
人
に
な
る
祈
る
と
き
　
花
の
蕾
の
ご
と
く
手
を
組
み

（
私
立
女
子
学
院
高
等
学
校
・
菊
地
愛
佳
）

 

優

秀

賞 

待
っ
て
い
た
ス
マ
ホ
な
が
め
て
寝
る
前
に

　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
散
っ
た
花
び
ら

（
徳
島
県
立
小
松
島
西
高
等
学
校
・
板
東
真
由
）

待
っ
て
て
も
追
い
か
け
て
て
も
気
ま
ぐ
れ
に　

我
が
道
を
歩
む
君
は
花
び
ら

（
長
野
県
塩
尻
志
学
館
高
等
学
校
・
小
平
つ
む
ぎ
）

 

佳

 

作 

天
と
地
と
水
と
の
親
等
図
の
よ
う
に　

ミ
ズ
キ
の
花
が
霊
園
に
咲
く

（
福
井
県
立
高
志
高
等
学
校
・
山
谷
真
奈
加
）

星
の
夜
隣
に
座
る
君
が
い
う　

「
ま
だ
消
え
な
い
で
線
香
花
火
」

（
大
阪
府
立
山
田
高
等
学
校
・
牧
優
斗
）

大
好
き
な
彼
を
百ぼ

た

ん

花
王
で
思
い
出
す　

い
つ
も
貴
方
を
想
っ
て
い
ま
す

（
徳
島
県
立
小
松
島
西
高
等
学
校
・
森
本
琴
音
）

青
色
の
朝
顔
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
の　

花
言
葉
と
か
知
ら
ん
か
っ
た
か
ら

（
立
命
館
宇
治
高
等
学
校
・
松
浦
果
林
）

火
花
散
る
金
属
板
を
切
る
時
の　

熱
さ
に
動
じ
ぬ
祖
父
の
背
中

（
愛
知
県
立
豊
橋
西
高
等
学
校
・
丸
山
宗
真
）

■
小
・
中
学
生
の
部

 

最
優
秀
賞 

や
ら
か
し
た
開
き
す
ぎ
た
な
我
の
芯
　
花
み
た
い
に
咲
く
僕
の
爆
弾

（
名
古
屋
市
立
志
賀
中
学
校
・
平
野
航
太
郎
）

 

優

秀

賞 

真
っ
直
ぐ
に
と
ん
で
る
ハ
チ
も
み
つ
を
す
う

　
　
　
　
　
　
　

花
え
ら
ぶ
と
き
は
ま
あ
る
く
と
ん
だ

（
光
市
立
光
井
小
学
校
・
横
道
玄
）

花
一
輪
言
葉
を
か
わ
さ
ず
伝
え
れ
る　

不
思
議
な
力
お
借
り
し
ま
す
ね

（
竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
下
田
彩
生
）

佳

 

作 

級
友
が
巨
体
を
ゆ
ら
し
て
や
っ
て
く
る　

そ
ん
な
彼
で
も
花
は
大
好
き

（
立
命
館
慶
祥
中
学
校
・
中
地
明
）

音
だ
け
の
花
火
を
１
人
聞
い
て
い
る　

熱
が
籠
っ
た
ベ
ッ
ド
の
中
で

（
大
垣
市
立
東
中
学
校
・
齋
藤
光
起
）

お
母
さ
ん
気
づ
か
ず
ゴ
キ
ブ
リ
ふ
ん
じ
ゃ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　

花
が
ら
ス
リ
ッ
パ
で
ふ
ん
じ
ゃ
っ
た

（
湖
西
市
立
新
居
小
学
校
・
渡
辺
幸
）

無
表
情
怖
い
と
ウ
ワ
サ
の
先
輩
の　

花
咲
く
よ
う
な
笑
顔
に
見
惚
れ

（
豊
後
高
田
市
立
真
玉
中
学
校
・
柳
原
歩
美
）

い
つ
の
日
か
あ
な
た
が
く
れ
た
あ
の
花
を

　
　
　
　
　
　
　

ず
っ
と
抱
え
て
こ
こ
ま
で
来
た
よ

（
竹
田
市
立
竹
田
南
部
中
学
校
・
阿
南
岬
）

広報たけた平成 31 年３月号 8



 

自
由
詠

■
一
般
の
部

 

最
優
秀
賞 

霞
た
つ
瀬
戸
の
朝
凪
の
し
づ
け
さ
に

　
　
　
　
　
　
　

鳥
も
小
ご
ゑ
で
話
し
て
ゐ
る
ら
し

（
徳
島
県
・
新
居
友
春
）

 

優

秀

賞 

写
真
の
中
苦
手
な
「
カ
」
音
で
永
遠
に　

ど
も
る
私
が
口
開
け
て
い
る

（
山
口
県
・
松
本
進
）

い
つ
の
間
に
か
大
輪
の
薔
薇
咲
き
て
ゐ
る　

庭
土
弄
る
妻
の
背
後
に

（
大
分
県
・
首
藤
南
朝
）

 

佳

 

作 

つ
く
ば
ひ
に
目
白
の
遊
ぶ
朝
が
き
て

　
　
　
　
　
　
　

跳
び
だ
し
そ
う
よ
け
ふ
の
わ
た
く
し

（
大
分
県
・
左
東
清
子
）

う
つ
を
病
む
息
こ

子
と
八
戸
を
な
つ
か
し
む

　
　
　
　
　
　
　

真
似
て
笑
み
合
う
海
猫
の
声

（
福
岡
県
・
一
色
ユ
リ
子
）

メ
ー
ル
打
つ
サ
ヨ
ナ
ラ
の
四
字
俺
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　

カ
ゴ
の
中
か
ら
君
が
飛
び
立
つ

（
静
岡
県
・
満
川
恒
朗
）

「
ひ
つ
じ
ぐ
も
」
子
の
指
先
に
百
頭
の　

羊
群
れ
い
て
秋
は
深
ま
る

（
岡
山
県
・
石
原
和
美
）

い
つ
だ
っ
て
約
束
破
り
の
君
が
い
る　

明
日
は
遠
い
ね
天
国
よ
り
も

（
広
島
県
・
阿
部
も
も
か
）

臨
月
の
お
腹
に
わ
れ
の
手
を
の
せ
て

　
　
　
　
　
　
　

「
い
ま
が
し
あ
わ
せ
」
と
教
え
子
は
言
う

（
北
海
道
・
藤
林
正
則
）

君
を
待
つ
場
所
は
ま
だ
ま
だ
思
案
中

　
　
　
　
　
　
　

あ
の
世
に
す
る
か
こ
の
世
に
す
る
か

（
愛
媛
県
・
丸
山
香
苗
）

ロ
ボ
ッ
ト
が
泣
い
て
る
み
た
い
と
「
無
」
の
文
字
を

　
　
　
　
　
　
　

繰
り
返
し
書
く
教
室
に
入
ら
ぬ
子

（
愛
媛
県
・
豊
田
里
恵
）

君
が
「
ま
た
あ
し
た
」
と
言
っ
た
０
時
２
分

　
　
　
　
　
　
　

地
球
が
い
つ
も
と
逆
に
回
っ
た

（
神
奈
川
県
・
井
藤
智
也
）

大
丈
夫
今
来
た
と
こ
ろ
と
言
う
君
の　

冷
え
た
コ
ー
ト
は
星
の
香
り
で

（
大
分
県
・
藤
原
史
歩
）

■
高
校
生
の
部

 

最
優
秀
賞 

あ
の
日
か
ら
白
紙
の
ま
ま
の
ダ
イ
ア
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　

ど
う
し
て
こ
こ
が
氾
濫
し
た
の

（
広
島
県
立
広
島
高
等
学
校
・
赤
木
佑
実
）

 

優

秀

賞 

死
に
た
い
と
思
っ
て
食
べ
る
夕
食
の　

魚
は
自
分
で
死
ね
な
い
ん
だ
ね

（
群
馬
県
立
太
田
高
等
学
校
・
白
沢
貴
悠
）

地
球
人
17
年
目
の
僕
達
は　

不
純
な
夜
を
待
ち
望
ん
で
た

（
横
浜
市
立
桜
丘
高
等
学
校
・
河
内
千
紗
）

 

佳

 

作 

目
を
擦
り
か
ら
し
を
垂
ら
す
朝
ご
は
ん

　
　
　
　
　
　
　

人
が
死
ん
だ
と
テ
レ
ビ
が
喋
る

（
長
野
県
塩
尻
志
学
館
高
等
学
校
・
原
澤
充
輝
）

「
お
は
よ
う
」
の
一
言
交
わ
し
あ
う
時
に　

僕
の
心
は
鶯
に
な
る

（
福
島
県
立
会
津
高
等
学
校
・
秀
島
由
里
子
）

日
々
過
ぎ
て
遠
く
の
街
か
ら
聞
こ
え
た
よ　

記
憶
の
中
の
君
の
笑
い
声

（
大
阪
府
立
山
田
高
等
学
校
・
京
谷
優
月
）

こ
の
パ
ス
を
あ
な
た
に
繋
ぐ
て
い
ね
い
に　

想
い
よ
届
け
ボ
ー
ル
と
共
に

（
神
戸
市
立
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
高
等
学
校
・
小
森
菜
央
）

シ
ュ
ー
ト
し
て
ゴ
ー
ル
を
外
す
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　

ボ
ー
ル
の
音
だ
け
ひ
び
き
続
け
る

（
立
命
館
宇
治
高
等
学
校
・
出
来
洋
介
）

■
小
・
中
学
生
の
部

 

最
優
秀
賞 

砂
の
街
ゆ
る
く
漂
う
蚊
を
叩
き

　
　
　
　
　
　
　

灼
け
散
る
俺
の
血
ル
ク
ソ
ー
ル
の
夕

（
立
命
館
慶
祥
中
学
校
・
ベ
ネ
デ
ッ
ク
ア
シ
ュ
リ
ー
理
人
）

 

優

秀

賞 

透
き
と
お
る
長
崎
の
海
煌
め
い
て　

着
信
音
に
気
づ
け
な
い
ほ
ど

（
大
分
市
立
上
野
ヶ
丘
中
学
校
・
後
藤
有
輝
）

ス
ト
ラ
イ
ク
僕
ら
の
夏
は
は
じ
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　

汚
れ
た
服
が
か
た
ろ
う
と
す
る

（
竹
田
市
立
直
入
中
学
校
・
伊
東
文
成
）

佳

 

作 

今
年
は
ね
せ
み
が
な
か
な
い
暑
す
ぎ
て　

僕
は
こ
ん
な
に
な
き
た
い
の
に
な

（
大
分
市
立
上
野
ヶ
丘
中
学
校
・
中
内
晶
太
）

苦
し
く
て
心
も
体
も
黒
く
な
り　

今
日
も
一
匹
カ
ァ
ー
と
な
く
君

（
立
命
館
慶
祥
中
学
校
・
松
賀
瞳
直
）

父
さ
ん
の
ズ
ボ
ン
は
少
し
ほ
つ
れ
た
る　

大
き
な
う
で
で
ち
び
ち
び
と
ぬ
う

（
名
古
屋
市
立
滝
川
小
学
校
・
水
野
結
雅
）

バ
ッ
ク
ル
を
し
っ
か
り
し
め
て
滑
り
だ
す

　
　
　
　
　
　
　

今
年
も
一
年
い
き
お
い
つ
け
て

（
学
習
院
女
子
中
等
科
・
原
菜
々
子
）

Ａ
く
ん
は
池
の
周
り
を
歩
い
て
く　

永
遠
に
解
け
な
い
数
学
の
謎

（
立
命
館
慶
祥
中
学
校
・
福
田
寛
人
）

第８回 荒城の月短歌大会は＂タップ×短歌”
今回の短歌大会は竹田市出身のタップダンサー・

古庄里
のりたか

好さんと歌人・川野里子さんの異色の共演が
実現。現代短歌がもつ多様なリズムの面白さをタッ
プダンスとのコラボレーションで表現します。
日時　３月16日㈯　午後１時～４時(予定)
場所　竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉キナーレ
内容　〝タップ×短歌〟ステージ、入賞者表彰式など
入場料　無料（要申込）
問竹田市文化政策課内「荒城の月短歌大会」担当
　☎0974-63-4837

↑タップダンサーの古庄里好さん
↑短歌大会選者 の 歌人・

川野里子さん
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花は
な
ぞ
の苑
麗れ
い

さ
ん
（
感
動
の
も
つ
鍋
処 

陽
は
ま
た
の
ぼ
る 

竹
田
は
な
れ
店
）
が
全
国
の
舞
台
に

接
客
日
本
一
を
め
ざ
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
繁
盛
店
へ
の
道
が
主

催
す
る
「
第
14
回
Ｓ
１
サ
ー
バ
ー
グ

ラ
ン
プ
リ
」
の
全
国
大
会（
３
月
12
日
、

メ
ル
パ
ル
ク
東
京
）
に
、「
感
動
の
も

つ
鍋
処

陽
は
ま
た
の
ぼ
る
竹
田
は

な
れ
店
」（
大
分
市
）の
ス
タ
ッ
フ
、
花

苑
麗
さ
ん（
23
歳
）が
出
場
し
ま
す
。

同
大
会
は
「
サ
ー
バ
ー（
飲
食
店
の

サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
）
の
地
位
向
上

と
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
目
的
と
し
、
１
次
審
査
か
ら
地
区

大
会
、
全
国
大
会
ま
で
１
年
か
け
て

「
あ
の
店
に
行
け
ば
、
あ
の
人
に
会
え

る
」
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
サ
ー
バ
ー
を
選

出
し
ま
す
。

九
州
地
区
大
会
に
は
２
次
審
査
を

勝
ち
抜
い
た
10
名
が
出
場
。
審
査
は
、

瞬
時
の
対
応
力
や
飲
食
店
に
お
け

る
基
礎
知
識
な
ど
の
質
問
に
答
え
る

「
ク
イ
ッ
ク
審
査
」、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
応
じ
た
接
客
を
審
査
す
る
「
規

定
審
査
」、
そ
し
て
「
ス
ピ
ー
チ
審
査
」

の
３
つ
で
、
審
査
員
と
来
場
者
ら
に

よ
る
合
計
得
点
の
最
上
位
が
全
国
に

進
め
ま
す
。

花
苑
さ
ん
は
「
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
お
客
さ
ん
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
ス
ピ
ー
チ
審
査
で
、
大
学
生
の
と

き
ア
ル
バ
イ
ト
で
働
い
て
い
た
飲
食

店
に
、
い
つ
も
愛
犬
と
一
緒
に
来
店

さ
れ
て
い
た
ご
夫
婦
に
つ
い
て
話
し

た
そ
う
で
、「
あ
な
た
が
卒
業
し
た
ら

会
え
な
く
な
る
の
ね
」
と
ポ
ツ
リ
と

つ
ぶ
や
い
た
こ
と
に
、「
２
人
に
会
え

な
く
な
る
の
は
嫌
だ
な
」
と
感
じ
、
接

客
の
道
に
進
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た

こ
と
、「
自
分
が
お
客
さ
ん
に
会
い
た

い
と
思
っ
て
サ
ー
ビ
ス
で
き
て
い
る

か
」
を
、
そ
の
ご
夫
婦
の

一
言
に
よ
り
気
づ
か
さ

れ
た
こ
と
を
ス
ピ
ー
チ
。

審
査
で
ト
ッ
プ
に
輝
き
、

全
国
の
舞
台
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

約
７
０
０
人
の
エ
ン
ト

リ
ー
の
中
か
ら
全
国
大
会

に
出
場
で
き
る
の
は
わ
ず

か
12
人
。
花
苑
さ
ん
は
「
接
客
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
幸
せ

を
感
じ
な
が
ら
、
日
本
一
を
め
ざ
し

た
い
。
竹
田
市
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
す
」

と
、
明
る
い
笑
顔
と
優
し
い
ま
な
ざ

し
で
決
意
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

竹
田
や
大
分
市
内
に
店
舗
を
構

え
、
第
９
回
居
酒
屋
甲
子
園
で
は
日

本
一
を
獲
得
す
る
な
ど
輝
か
し
い
実

績
を
持
つ
「
陽
は
ま
た
の
ぼ
る
」。
感

謝
の
気
持
ち
を
惜
し
み
な
く
伝
え
る

接
客
で
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
サ
ー
バ
ー

を
め
ざ
す
花
苑
さ
ん
に
熱
い
エ
ー
ル

を
お
願
い
し
ま
す
！

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
４
期
12

年
に
わ
た
り
、
人
権
問
題
の
解
決
と

人
権
啓
発
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
た
衛
藤
賢
美
さ
ん
（
76
歳
・
千
人

塚
）に
「
法
務
大
臣
感
謝
状
」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

衛
藤
さ
ん
は
旧
久
住
町
職
員
を

退
職
後
、
平
成
19
年
に
委
員
に
就
任
。

市
民
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

講
師
と
し
て
人
権
教
育
・
啓
発
活
動

の
推
進
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
か
ら
差
別
が

な
く
な
る
よ
う
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

と
話
す
衛
藤
さ
ん
。
授
与
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

↑「お客さんの幸せそうな笑顔が咲く瞬間
が、接客をやっていてよかったと思える
とき」と話す花苑さん。全国の舞台での
活躍を期待しています！

↑法務大臣感謝状が贈られた衛藤さん ↑「第19回環境美化教育優良校等表彰」で優秀校に選ばれた菅生小学校の児童の皆さん

衛
藤
賢
美
さ
ん
に

法
務
大
臣
感
謝
状

人
権
擁
護
活
動
に
尽
力

菅生小学校が優秀校に！
菅生小学校（三河広校長、児童24人）が「第19回環境美化

教育優良校等表彰」において、県内で唯一優秀校に選ばれ

ました。

この賞は、地域の環境美化に大きく貢献している小中学

校を、事業を主催する公益社団法人食品容器環境美化協会

が表彰するもので、今回は全国から最優秀校４校、優秀校

６校、優良校27校が選出されました。

同校は、「ふるさと菅生をゴミのない自慢できる地域に

しよう」と37年にわたり取り組んでいる「菅生ごみゼロ大

作戦！」で、年２回地域住民と一緒に学校周辺のゴミ拾い

や文化財の清掃活動を行うとともに、古紙やアルミ缶の回

収等の環境美化活動を実践していることが評価され、表彰

されました。

吉田幸村くん（６年）は「全国でも数校しかない賞に選ば

れて嬉しい。この活動を続け、これからも地域を大切にし

ていきます」とお礼の言葉を述べました。

第19回環境美化教育優良校等表彰
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グランツたけた
　　　 イベント情報

問竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉
　☎0974-63-4837

“ふらっと気楽に（ふら×きら）”コンサートは、０歳のお子様連れから楽しめる、無料のロビーコンサート。
演奏中の飲食もOK！お弁当をもってお出かけしてみませんか。

今回のグランツ映画館「玉洗劇場」は「南極料理人」と「それいけ！アン
パンマンかがやけ！クルンといのちの星」の２本立てでお届けします！

（あらすじ）
氷点下54℃、家族が待つ日本までの距離14,000㎞ 究極の単
身赴任！南極の昭和基地からも遠く離れたドームふじ基地
に派遣された西村（堺雅人）。彼に課せられた任務は、同じく
南極観測隊員として派遣された7人の仲間のために毎日食事
を作ることだった。日本に妻（西田尚美）と娘を置いての単身
赴任生活。基地では雪氷学者（生瀬勝久）をはじめ、腹をすか
せた隊員らが彼の料理を心待ちにしていた。

（監督・脚本 ／沖田修一　原作／西村淳　出演／堺雅人、生
瀬勝久、きたろう、西田尚美ほか／2009年／125分）

（あらすじ）
年に１回の星祭りの準備でみんなが大忙しのある日、何でも
吸い込んでしまうばいきんまんのゴミ箱から、自分がどこか
らやってきたのかもわからない不思議な女の子クルンが飛
び出してくる。そしてある夜、黒い星が大量に降り注ぎ、草木
が枯れてしまう事件が発生。いのちの星の故郷によくないこ
とが起きているのかもしれないと考えたアンパンマンやク
ルンたちは、いのちの星の故郷を目指して出発する。

（監督・脚本 ／矢野博之　原作／やなせたかし　声の出演／
戸田恵子、中尾隆聖、杏ほか／2018年／61分）

料金（全席指定/消費税込）
　　一般8,000円　竹田市民価格6,000円
日時　５月19日㈰
　　　開場13:30／開演14:00
会場　竹田市総合文化ホール
　　　〈グランツたけた〉廉太郎ホール

上映日　３月17日㈰
上映時間

「南極料理人」10:00と18:00の２回上映
「アンパンマン」13:00と15:00の２回上映
※各回20分前開場
料金

「南極料理人」
大人1,000円／高校生以下500円

「アンパンマン」
特別価格全席500円（３歳未満無料）
※すべての券は当日200円増
チケット取り扱い　〈グランツたけた〉／ラ
イブポケット（https://t.livepocket.jp/）

ウィーンで活躍するチェリスト、地域で
研鑽を積むヴァイオリニストとピアニスト。
そんな３名の若手音楽家たちからホワイト
デーに素敵なコンサートをプレゼント！
（出演）チェロ：宇野健太／ヴァイオリン：松本さくら／ピアノ：古賀美代子

日時　３月14日㈭　12:15～12:45、18:00～19:00
会場　キナーレ

竹田市出身の母を持ち、大分市を中心
に演奏家、指導者として活動する桂悠紀
さんのマリンバ演奏をお楽しみに！
日時　３月23日㈯　12:15～12:45
会場　市民ラウンジ

３月もグランツ“ふら×きら”コンサートを開催します

グランツ映画館「玉洗劇場」は豪華２本立て！

第21回 別府アルゲリッチ音楽祭 地域拠点コンサート

「ミッシャ・マイスキーチェロ・リサイタル」

〈グランツたけた〉では、３月も多くの市民の皆様
にご参加いただける企画を予定しています。ふらっ
と立ち寄れるロビーコンサートや親子で楽しめる映
画の上映会など、皆様のお越しをお待ちしています！

桂
かつら

悠
ゆ き

紀

マリンバ・コンサート

「南極料理人」

「それいけ！アンパンマン

かがやけ！クルンといのちの星」

３ ３
14 23

木 土

チェロ：宇野健太 ヴァイオリン：松本さくら ピアノ：古賀美代子

桂  悠紀

マリンバ奏者

大分県大分市出身。
第15回宮日音楽 コ ン
ク ー ル 最優秀賞。第
12回別府アルゲリッ
チ音楽祭オープニン
グ「大分県出身若手演
奏家コンサート」など
多数のコンサートに
出演。

チケット
好評発売中！

©2009『南極料理人』製作
委員会

©やなせたかし／フレーベ
ル 館・TMS・NTV_© や な せ
たかし／アンパンマン製作
委員会2018

公演チケット
発売情報

ホワイトデー

スペシャルコンサート

チケット発売中!!
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「一票が築く明日の大分県」

大分県知事選挙
大分県議会議員選挙

投票日時

投票場所 入場整理券に記載された
投票場所

私たち一人ひとりの声を県
政に反映させるため、必ず
投票に行きましょう

選挙の告示日・投票資格

4月７日㈰
午前７時～午後６時

県知事選挙 県議会議員選挙

告示日 ３月21日㈭ ３月29日㈮

投
票
資
格
要
件

年　齢 平成13年４月８日までに生まれた方

転入者
平成30年12月20日までに転入の届け
出をし、投票日まで引き続き居住して
いる方

平成30年12月28日までに転入の届け
出をし、投票日まで引き続き居住して
いる方

転出者

投票日までに県外に転出した方は投票できません。

県内他市町村に転出した方で、次の①、②の要件をいずれも満たす方は竹田市で

投票できます。

①竹田市の選挙人名簿に登載されており、平成30年12月29日以降に県内他市町村

に転出し、転出先で選挙人名簿に登録されていない方

②転出先の市町村に投票日まで引き続き居住している方

※転出された方が投票する場合は、引き続き県内に住所を有することを確認させて

いただく必要があります。

投票所職員に、「転出しているので、引き続き県内に住所を有することを確認して

ほしい」旨をお伝え（口頭の申請）いただければ確認させていただきます。

また、「引き続き県内に住所を有する証明書」（県内の市町村どこでも申請、発行可

能）をお持ちいただいても投票できます。
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投
票
時
間
・
投
票
所

●
投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も
午
前
７
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

●
投
票
所

竹　

田　

竹
田
分
館

岡　

本　

岡
本
分
館

明　

治　

明
治
分
館

豊　

岡　

豊
岡
小
学
校
体
育
館

城　

原　

城
原
地
区
館

宮　

城　

宮
城
分
館

玉　

来　

玉
来
分
館

松　

本　

松
本
分
館

菅　

生　

菅
生
分
館

入　

田　

入
田
分
館

嫗　

岳　

嫗
岳
分
館

宮　

砥　

宮
砥
分
館

片
ヶ
瀬　

片
ヶ
瀬
集
会
所

荻　
　
　

荻
公
民
館

柏　

原　

柏
原
公
民
館

久　

住　

久
住
公
民
館

白　

丹　

白
丹
公
民
館

都　

野　

都
野
公
民
館

直　

入　

直
入
支
所
大
会
議
室

下
竹
田　

旧
下
竹
田
小
学
校

※
竹
田
地
区
の
方
は
、「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

水
琴
館
」
が
廃
止
の
た
め
、
投
票
所
が
「
竹

田
分
館
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
願
い
ま
す
。

  

投
票
の
方
法

●
投
票
の
順
序
は

最
初
に
県
知
事
選
挙
の
投
票
を
行
い
、
次

に
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

●
県
知
事
選
挙
は
、
記
号
式
投
票
で
す
。

投
票
用
紙
に
す
べ
て
の
候
補
者
の
氏
名

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
投
票
し
た
い

候
補
者
の
氏
名
の
上
の
欄
に
○
印
を
一
つ

だ
け
押
し
て
く
だ
さ
い
。

○
印
は
投
票
記
載
台
に
備
え
付
け
の
押

印
ス
タ
ン
パ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
記
名
式
投
票
で
す
。

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。



期
日
前
投
票

４
月
７
日
㈰
の
投
票
日
に
、

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
等
の

た
め
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
お
申
し
出
い
た

だ
け
れ
ば
、
そ
の
場
で
発
行

い
た
し
ま
す
。

  

入
場
整
理
券

●
入
場
整
理
券
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票

所
の
受
付
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
日
当
日
に
投
票
さ
れ
る
方
は
、
入
場

整
理
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
な
け

れ
ば
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合
は
、
投
票

所
で
本
人
確
認
の
う
え
再
発
行
し
、
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

病
院
・
施
設
で
の
不
在
者
投
票

●
不
在
者
投
票
が
で
き
る
県
指
定
の
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い

る
方
は
、
病
院
・
施
設
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
の
で
、
病
院
・
施
設
の
事
務
の

方
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

  

郵
便
等
投
票

●
重
度
の
身
体
障
が
い
害
等（
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、

両
下
肢
に
一
定
以
上
の
障
が
い
を
持
た

れ
て
い
る
方
や
、
介
護
保
険
の
要
介
護
５

の
方
等
）
で
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を

交
付
さ
れ
て
い
る
方
に
限
っ
て
、
自
宅
で

記
載
し
、
郵
便
で
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
方
は
、

事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

  

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

大
分
県
議
会
議
員
選
挙
竹
田
市
選
挙
区

に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
事
前

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

日
時　

3
月
８
日
㈮　

午
前
10
時
～

場
所　

竹
田
市
役
所
２
階
会
議
室

出
席
者　

１
候
補
者
に
つ
き
２
名
以
内

●
投
票
等
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
は
、
竹
田

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
63‒

１
１
１
１ 

（
内
線
３
６
０
・
３
３
０
）

☎
63‒

４
８
１
４ 

（
直
通
）

期日前投票所の場所 県知事選挙 県議会議員選挙 投票時間

●竹田市役所本庁

　3 階会議室

３月22日㈮

～4月６日㈯

３月30日㈯

～４月６日㈯

午前8時30分
～午後８時

●荻総合福祉健康
　センター会議室

●久住支所
　１階ホール

●直入支所大会議室

３月30日㈯～４月６日㈯

※３月22日㈮から３月29日㈮までは、竹田市役所本庁のみ

で県知事選挙の期日前投票ができます。

※県知事選挙と県議会議員選挙を同時に投票される方は、

３月30日㈯からご利用ください。

※期日前投票の県知事選挙は、記名式投票です( 投票用紙

に候補者氏名を書きます)。

◆開設期間

13 2019 年３月発行

「一票が築く明日の大分県」



１
・久住地域腹部超音波検査 8:00-10:00受付（都野公
　民館）※事前予約必要（検査料3240円）☎76-1111
　（久住支所地域振興課）
・直入地域畜産座談会 9:30～（直入支所大会議室）
・防火パレード［竹田地区］ 9:50-11:10 ※竹田市総
　合文化ホール〈グランツたけた〉でのアトラクショ
　ンの後、あさひヶ丘保育園園児が西宮神社～古町
　商店街～JR豊後竹田駅、竹田保育所園児が市役所
　～ニュータウン七里～竹田保育所をパレード
・第21回岡藩城下町雛まつり（～3/10まで ※展示
　は16:00まで）
・第３回竹田市農業委員会総会 13:30～（市役所
　本庁２階庁議室）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直入公民館）
　☎75-3688（竹田市保険健康課温泉利用相談室）

２
・ひいなあそび 11:00-14:00（竹田市城
　下町交流プラザ建設予定地）
・復興！グランツたけた陸上自衛隊西
　部方面音楽隊コンサート 14:00開演
　（竹田市総合文化ホール〈グランツた
　けた〉）※入場無料ですが、入場整理
　券が必要です。竹田商工会議所、〈グ
　ランツたけた〉でお求めください。
　 ☎63-3161（陸上自衛隊西部方面音

　楽隊コンサート実行委員会（竹田商工

　会議所内））

７
・竹田温泉「花水月」休館日
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
　田市総合社会福祉センター）
　 ☎75-3688（ 竹田市保険健康
　課温泉利用相談室）
・おはなしルーム 14:00-14:30
　（竹田幼稚園）

８
・久住地域畜産座談会 9:30～（久住
　公民館機能回復訓練室）
・第21回岡藩城下町雛まつり「流し
　雛」 10:30～（JR 豊後竹田駅前稲葉
　川河川敷）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直入公
　民館）☎75-3688（竹田市保険健康
　課温泉利用相談室）
・おはなしルーム 14:00-14:30（南部
　幼稚園）

９
・平成30年度生涯学習まつり・高齢
　者大学閉講式 12:30-17:00（竹田市
　総合文化ホール〈グランツたけた〉）
・不登校とひきこもりを考える講演
　会 13:00-15:30（直入教育会館）
　※参加費無料 ☎090-5470-8998
　（コスモスの会・山口）
・土曜日のおはなし会 14:00-14:30
　（竹田市立図書館おはなしひろば）

14
・竹田温泉「花水月」休館日
・３歳児健診 13:00～受付（竹田
　市総合社会福祉センター）

15
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

16
・第８回荒城の月短歌大会
　13:00-16:00（ 竹田市総合文化
　ホール〈グランツたけた〉）

21 春分の日 22
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
　田市総合社会福祉センター）
　 ☎75-3688（竹田市保険健康
　課温泉利用相談室）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

23
・折り紙教室 13:00～（JR 豊後竹
　田駅構内観光案内所）※参加
　費300円 ☎62-4100（竹田創生
　館）

28
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00
　（大分県豊肥振興局）☎63-1171（豊肥振
　興局）※要予約
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住
　保健センター）※要予約（相談日の前
　日午前中まで）☎63-3346（竹田市心
　の相談支援事業所）
・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊
　肥保健所）※要予約 ☎0974-22-0162
　（豊肥保健所）

29 30
・第７回宮城の里しだれ桜祭り
　10:00-17:00（宮城分館）

３月1日㈮より「竹田市すこ

やか子育て応援券」が次の店

舗で利用できるようになりま

した。また、子育て応援サービ

スもありますので、ぜひ積極

的な応援券の活用をお願いし

ます。

・ディスカウントドラッグ
　コスモス竹田店
　（竹田市大字拝田原212番地）

問竹田市社会福祉課子育て
　支援係　☎63-4811

すこやか子育て応援券が

利用できるお店が

増えました！ さらに

よりそいカフェに
参加しませんか

【竹田】
・８日・22日㈮
　13：30-15：30 古町商栄会

【荻】
・12日・26日㈫
　13：00-15：00 荻「しらみず」

【久住】
・★20日㈬
　13：00-15：00 白丹温泉館
・28日㈭
　13：00-15：00 久住「りんどう」

【直入】
・８日・22日㈮
　13：00-15：00 直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・７日・14日㈭
　13：00-15：00 出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・６日㈬ 13：00-15：00 入田分館
・12日㈫ 13：00-15：00 あ祖母学舎
・20日㈬ 13：00-15：00 宮砥分館

【都野】
・６日㈬ 13：30-15：30
　くたみたきのう館
・16日㈯ 13：30-15：30
　グループホームくたみのもり
★は大分県認知症疾患医療セ
ンターによる認知症予防講座
を開催します。

よりそいカフェは認知症の方
やその家族、地域の住民らが
気軽に交流できる場所です。

 行政なんでも相談所

地域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

３月20日㈬
午前10時

～正午

竹田市総合社会福祉センター 相談室 
荻 荻公民館　幼児室

久住 久住公民館　健康相談室
直入 直入支所　小会議室 

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂☎67-2608　〔 荻 〕佐藤　孝幸☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明☎75-2426

「人権なんでも相談所」を開設します
人権に関する相談に人権擁護委

員が無料で応じます。秘密は固く守

られます。

日時　毎週火曜日の午前９時～

　　　午後４時（祝日を除く）

場所　大分地方法務局竹田支局内

問竹田人権擁護委員協議会（大分地方法務局竹田支局内）

☎0974-62-2315

春風とともに里山オルレ♪
　2019春の九州オルレフェア「奥

豊後コース」に参加しませんか？

開催日時   ３月24日㈰

　　　　   9:00～受付 10:00スタート

集合場所　JR朝地駅前

参加料　1500円

　　　　※3/17㈰までに申込

問ぶんご大野里の旅公社朝地観光案内所

　☎0974-72-0510

参加チーム募集 
竹田市直入 B&G 海洋センター体育館リニューアルを記念した「B&G
財団会長賞第１回竹田市ソフトバレーボール大会」の参加チームを募
集します。
日時  ３月24日㈰  8:30～開会式　参加申込  ３月15日㈮まで

▪申　・問 竹田市生涯学習課　☎63-4817

広報たけた平成 31 年３月号 14
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※陽目の里「名水茶屋」は３月末まで冬期休業します。

　 こ よ み



３
・第32回岡の里名水マラソン大会 
　9:00～開会式 10:00フルマラソ
　ンの部スタート（竹田市総合運動
　公園スタート・フィニッシュ）
・竹８シネマプロジェクト ドキ
　ュメンタリー『竹田ん宝もん』
　上映会 18:00～（竹田市総合文
　化ホール〈グランツたけた〉）
　※入場無料 ☎63-4837（竹田
　市文化政策課）

４
・荻の里温泉休館日
・竹田地域畜産座談会 
　9:30～（JA おおいた豊肥事業
　部竹田支店２階）
・防火パレード［久住地区］
　10:00-11:00 ※久住保育所園
　児が久住公益社車庫～久住
　支所（アトラクション）～久住
　荘前～久住保育所をパレード

５
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図
　書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直入公民館）
　☎75-3688（竹田市保険健康課温泉利用
　相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所）
　※要予約（相談日の前日午前中まで）
　☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）
・防火パレード［直入地区］ 14:00-15:00 ※
　長湯おんせん市場でのアトラクションの
　後、なおいりこども園園児が長湯おんせ
　ん市場～長湯湯原商店街～長湯おんせ
　ん市場をパレード

６

10
・2019カラオケフェスタ 10:00-
　15:00（竹田市総合文化ホール
　〈グランツたけた〉）☎63-4817
　（竹田市文化連盟事務局（竹田
　市生涯学習課内））

11 12
・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せ
　り開始（豊後豊肥家畜市場）
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

13
・乳児（９～10か月児）健診
　13:15～受付（竹田市総合社会
　福祉センター）

17
・第27回 B&G 財団会長杯争奪直入少
　年剣道大会・第55回直入町少年剣道
　大会 9:00～開会式（竹田市直入 B&G
　海洋センター体育館）
・福寿草を愛でる茶会
　11:00-15:00（直入町長湯 籾山八幡社）
　※お茶券300円 ☎75-2424（長湯山野
　草の会・佐藤）
・チャリティー民謡と踊りの祭典 12:00～
　（竹田市総合文化ホール〈グランツた
　けた〉）

18
・荻の里温泉休館日
・植物写真展示会 （～４/３㈬）
　9:00-17:00（竹田創生館）※月
　曜日休館・入場無料

19
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せ
　り開始（豊後豊肥家畜市場）
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

20
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹
　田市高齢者いきいき交流センター）☎
　097-552-1211（日本年金機構大分年金
　事務所）
・大分県行政書士会無料相談会 13:00-
　16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）
　 ☎097-537-7089（ 大分県行政書士会
　事務局）
・荻地域畜産座談会 14:00～（荻公民館２
　階中会議室）

24
・郷土の自然に親しみ植物を観察する会
　「牧ノ峠から沓掛山とヒゴタイ公園」 8:00
　までに市役所駐車場集合※参加費2000
　円 ☎62-4100（竹田創生館）
・竹田市直入 B&G 海洋センター体育館リ
　ニューアル記念式典・第１回竹田市ソフ
　トバレーボール大会 8:30～（竹田市直入
　B&G海洋センター）
・大分県立竹田高等学校器楽部第50回定
　期演奏会 17:30開場 18:00開演（竹田市総
　合文化ホール〈グランツたけた〉）※入場
　無料

25 26
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直入
　公民館）☎75-3688（竹田市保険
　健康課温泉利用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30
　（竹田市総合社会福祉センター）
　※要予約（相談日の前日午前中
　まで）☎63-3346（竹田市心の相
　談支援事業所）

27

31

月

間
・
そ
の

他

〇全国山火事予防運動

　（１～７日）

〇平成30年分の贈与税の申告

　（～３／15）

〇平成30年分の所得税および復

　興特別所得税の確定申告

　（～３／15）

〇個人事業者の消費税および地

　方消費税の確定申告

　（～３／31）

４月上旬の主な予定 ※２月22日現在

  １日㈪ ・【納期限】国民健康保険税（12期）

   ・陽目の里「名水茶屋」営業再開

  ７日㈰ ・大分県知事選挙及び

 　大分県議会議員選挙投開票日

   ・第71回岡城桜まつり（大名行列・武者揃え）

　　　　  11:00～（岡城跡・竹田城下町界隈）

申請書等受付締切日が変更になります 屋外広告物の規制地域が変わります

農業委員会では総会の開催日変更に伴い、2019年４月から総

会で審議が必要な申請（農地法３条、４条、５条に関する申請、利

用権設定申出書、非農地申請等）の受付締切日が変更になります。

◆総会開催日　毎月１日頃⇒毎月６日頃

◆申請受付締切日　毎月15日⇒毎月20日
※申請受付締切日が閉庁日の場合は、翌開庁日が締切日となります。

問竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

中九州横断道路（国道57号）竹田ICの開通に伴い、屋

外広告物の規制地域が変わります。中九州横断道路（国

道57号）及びその周辺地域には原則、看板等は設置でき

ません。良好な景観のため、適切な表示にご協力をお願

いします。

問竹田市建設課　☎63-4808
　大分県都市・まちづくり推進課　☎097-506-4672

15 2019 年３月発行

竹 田 市 の　 こ よ みたけたんカレンダー

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

 農業委員会事務局からのお知らせ  ・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日
の場合は直前の金曜が締切日となります）。　問竹田市農業委員会事務局　☎ 63-4815



 

年　

金

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
制
度
が
始
ま
り

ま
す平

成
31
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
の
産
前
産
後
期
間

の
年
金
保
険
料
免
除
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。
出
産
予
定
の
方
は
、
申
請
に

よ
り
対
象
期
間
の
年
金
保
険
料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
で
、
平
成
31
年
２
月
１
日
以

降
に
出
産
す
る
方
で
す
。
免
除
期
間

は
、
出
産（
予
定
）
月
の
前
月
か
ら
４

か
月
間
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出

産（
予
定
）日
の
３
か
月
前
か
ら
６
か

月
間
で
す
。

届
け
出
は
出
産
予
定
日
の
６
か
月

前
か
ら
可
能
で
す
が
、
届
け
出
が
で

き
る
の
は
平
成
31
年
４
月
か
ら
で
す
。

届
け
出
の
際
は
母
子
健
康
手
帳
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
免
除
さ
れ
た
期
間
は
年
金
保
険
料

納
付
済
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、
将

来
の
年
金
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
「
免
除･

納
付
猶
予
制
度
」

な
ど
で
全
額
免
除
の
方
で
も
「
産
前

産
後
期
間
の
免
除
制
度
」
に
該
当
す

る
場
合
は
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

 

消
費
者
行
政

天
皇
陛
下
の
退
位
に
便
乗
し

た
商
法
に
注
意

電
話
で
「
平
成
か
ら
年
号
が
変
わ

る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
天
皇
陛
下
の
退

位
に
便
乗
し
た
ア
ル
バ
ム
、
掛
け
軸

等
の
購
入
を
持
ち
掛
け
ら
れ
た
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
「
長
時
間
に
渡
っ
て
勧
誘
さ
れ

た
」「
断
っ
て
い
る
の
に
執
拗
に
勧
誘

さ
れ
た
」
と
い
う
強
引
な
ケ
ー
ス
も

あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
断
り
に
く

く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
購
入
す
る

意
思
が
な
い
場
合
に
は
話
を
聞
か
ず

に
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）☎
63-

４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
月
～

金　

平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生

活･

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ

ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

上
下
水
道
課
か
ら
お
知
ら
せ

「
口
座
振
替
不
能
通
知
書
」
を

廃
止
し
ま
す

水
道
料
金
、
下
水
道
料
金
及
び
浄

化
槽
料
金
を
口
座
振
替
に
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
残
高
不
足
に
よ

り
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
と
き

に
「
口
座
振
替
不
能
通
知
書
」
を
発

送
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
31
年
度

か
ら
こ
の
通
知
書
の
発
送
を
廃
止
し

ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
口
座
振
替
日
の

前
日
ま
で
に
口
座
の
残
高
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。
振
替
日
以
降
、
残
高

不
足
に
お
気
付
き
の
と
き
は
納
付
書

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
竹
田
市
上
下

水
道
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
未
納

の
ま
ま
申
し
出
が
な
い
と
き
は
、
納

期
限
後
20
日
以
内
に
「
督
促
状
」
が

発
送
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
竹
田
市
上
下
水
道
課
庶
務
係･

生

活
排
水
係　

☎
63-

１
１
１
１
（
内

線
１
８
１
・
１
８
３
）

 

緑
の
募
金

春
期
緑
化
用
苗
木
の
無
料
配

布
を
行
い
ま
す

森
林
の
保
護･

育
成･

愛
護
思
想

の
普
及
の
た
め
、
緑
化
用
苗
木
の
無

料
配
布
を
行
い
ま
す
。

荻
地
域
と
直
入
地
域
は
、
秋
期
に

ト
マ
ト
天
国
in
お
ぎ
及
び
直
入
ふ

る
さ
と
振
興
祭
で
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
回
は
久
住
地
域
と
竹
田

たけたん

インフォ
３がつ

住宅防火・命を守る7つのポイント

３つの習慣
○寝たばこは、絶対にやめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れ
た位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、
必ず火を消す。

４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警
報器を設置する。

○寝具、衣類及びカーテンからの火災を
防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅
用消火器等を設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るた
めに、隣近所の協力体制をつくる。

廃消火器の処分について

消火器の安全な回収のため、新制度（廃
消火器リサイクルシステム）が平成22年
１月１日より全国一斉に始まりました。
現在使用されている消火器を廃棄する
場合は、指定引取所がリサイクルシール
を貼付し、リサイクル施設へ運搬します。
※廃棄する場合はリサイクルシール代と
運搬費用が必要となります。

問竹田市消防本部警防課　☎63-0119

「忘れてない？ サイフに　
　  　 スマホに  火の確認」

期間　３月１日㈮～７日㈭

平成31年 春季全国火災予防運動

広報たけた平成 31 年３月号 16

※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

↑昨年の防火パレード。今年も園児が市内をパレードし、
防火を呼びかけます



レ
ー
ジ
、
肥
料
袋（
ビ
ニ
ー
ル
）、
育
苗

用
ポ
ッ
ト
、
農
薬
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
空
容
器
な
ど

※
農
ビ
ニ
ー
ル
と
農
ポ
リ
に
分
類
し

て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

地
域
が
対
象
で
す
。
配
布
日
時
を
確

認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

苗
木
は
原
則
１
人
１
本
で
、
な
く
な

り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

配
布
日
時･
場
所

久
住
地
域　

３
月
１
日
㈮　

午
後
１

時
30
分
～
２
時　

久
住
公
民
館
前
駐

車
場

竹
田
地
域　

３
月
２
日
㈯　

午
前
11

時
～
11
時
30
分　

竹
田
市
城
下
町

交
流
プ
ラ
ザ
建
設
予
定
地（
マ
ル
シ
ョ

ク
竹
田
本
町
店
隣
）

問
竹
田
市
農
政
課
林
業
振
興
室

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
２
８
５
）

 

廃
プ
ラ
回
収

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

回
収
し
ま
す

使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ

な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
法
律
で
適
正
な
処
理
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
場
合
は
、

「
運
搬
車
両
の
表
示
」
及
び
「
書
面
の

備
え
付
け（
携
帯
）」
を
し
、
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
農

業
用
の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ
プ
サ
イ

料
金（
税
別
）　

32
円
／
kg

※
今
年
度
よ
り
回
収
料
金
が
値
上
が

り
し
て
い
ま
す
。
不
足
の
な
い
よ
う

に
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
竹
田
市
農
政
課

☎
63-

４
８
０
５

／
大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部
園
芸
課

☎
63-

１
２
２
４

 

試　

験

平
成
31
年
度

前
期
技
能
検
定
試
験

技
能
検
定
は
、
働
く
人
た
ち
の

持
っ
て
い
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に

よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を
公
証
す
る
技

能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

試
験
は
毎
年
１
回
行
い
、
特
級
、
１

級
及
び
単
一
等
級
の
合
格
者
に
は
厚

生
労
働
大
臣
名
、
２
級
及
び
３
級
の

合
格
者
に
は
都
道
府
県
知
事
名
の
合

格
証
が
交
付
さ
れ
、「
技
能
士
」
と
称

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
申
請
書
及
び
受
検
案
内
は

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
や
竹
田

市
商
工
観
光
課
等
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

申
請
書
受
付
期
間　

４
月
３
日
㈬
～

16
日
㈫

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会（
担

当･

河
野
）

☎
０
９
７-

５
４
２-

３
６
５
１

FAX
０
９
７-

５
４
２-

０
９
９
６

 

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
方
へ

保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

平
成
31
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

○
健
康
保
険
料
率（
大
分
支
部
）

　

10·

21
％
（
現
行
10·

26
％
）

○
介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）

　

１·

73
％
（
現
行
１·

57
％
）

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）
に
は
健
康

保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ

り
ま
す
。

※
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
、

労
使
折
半
と
な
り
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
４

月
分
の
保
険
料
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん

ぽ
）大
分
支
部　

☎
０
９
７-

５
７
３

-

５
６
３
０



講
座
・
講
演
会

「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」
相
談
員

養
成
講
座

「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
自
殺
願
望

な
ど
精
神
的
な
危
機
に
あ
る
方
の

よ
き
隣
人
に
な
り
た
い
と
い
う
願

い
か
ら
生
ま
れ
た
市
民
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

回収日程（予定）

場　所 ３月 回収時間

菅生育苗センター 14日㈭

午前９時
～

午後３時

荻堆肥センター 15日㈮

久住野菜集出荷場 12日㈫

直入野菜集出荷場 13日㈬

農作業用機械を売却します
　農村商社わかばで使用していた農作業用機械を売却し
ます。購入を希望される方は、次の日程でオークションを
開催しますのでご参加ください。
参加資格　本市に住民票を有し、営農されている方（18歳
以上）で、当日会場に来られる方（代理人不可）
日時　３月21日㈭　午後１時30分～
場所　農村商社わかば城原事務所（道の駅竹田）
持参物　印鑑及び運転免許証または保険証
売却物

売却方法　オークション形式（せり売り）
代金の支払い　３月28日㈭までに、現金または振り込みで
お支払いください。引き渡しについては代金納入後になり
ます。
注意点
○機械等は現状引き渡しです。修理等は一切行いません。
○購入後の故障など一切の補償に関しては行いません。
○購入後の返品はいかなる理由があっても受け付けません。
○購入後の機械は、各自でお持ち帰りいただきます。
※下見をしたい方は、３月18日㈪～20日㈬の午前10時～
午後３時の間、農村商社わかば城原事務所で機械等の確認
ができます。
問（一社）農村商社わかば（担当 · 阿南）
　☎66-3553　FAX 66-3552

機械名 規格・構造等 数量 初年度登録

トラクター（33馬力） クボタ（GL338） １ 平成８

コンバイン（３条刈） クボタ（AR335） １ 平成13

コンバイン（３条刈） クボタ（ER335） １ 平成22

コンバイン（３条刈） クボタ（SR35） １ 不明

田植機（５条植） ヤンマー（VP５） １ 平成14

田植機（４条植） クボタ（α45） １ 平成15

グレンコンテナ
クボタ

（SBX-08NLT209）
２ 平成14
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「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
年
中

無
休
24
時
間
体
制
で
相
談
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
体
制
を
維

持
し
て
い
く
た
め
、
第
36
期
の
電
話

相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

５
月
14
日
～
翌
年
６
月
の
毎

週
火
曜
日　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分

場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
大
分
市

府
内
町
１-

５-

38
）

募
集
定
員　

50
人

応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
方

募
集
期
間　

４
月
30
日
㈫
ま
で

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
募
集
要
項
と
申
込
書
を

郵
送
し
ま
す
。
受
講
料
等
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
法
人
大
分
い
の
ち
の
電

話
事
務
局（
〒
８
７
０-

０
０
２
６　

大
分
市
金
池
町
３
丁
目
１-

75
）

☎
０
９
７-

５
３
７-

２
４
８
８

FAX
０
９
７-

５
３
７-

２
４
９
２

不
登
校
と
ひ
き
こ
も
り
を
考

え
る
講
演
会

「
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会（
コ
ス

モ
ス
の
会
）」
で
は
、
講
師
に
「
不
登

校
を
考
え
る
親
の
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

お
お
い
た
」
の
代
表
を
務
め
る
加
嶋

文
哉
さ
ん
を
迎
え
、「
子
ど
も
に
よ

り
そ
う
『
心
』」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
９
日
㈯　

午
後
１
時

～
３
時
30
分

会
場　

直
入
教
育
会
館
（
竹
田
温
泉

花
水
月
隣
）

参
加
費　

無
料

※
コ
ス
モ
ス
の
会
で
は
、
原
則
と
し

て
第
３
木
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
例

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
登
校
や
ひ

き
こ
も
り
だ
け
で
な
く
、
発
達
障
が

い
や
子
育
て
等
で
悩
む
方
も
参
加
で

き
ま
す
。

問
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
（
コ
ス

モ
ス
の
会･
山
口
）

☎
０
９
０-

５
４
７
０-

８
９
９
８

 

募　

集

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
健
康
な
方
で
、
就
業
意
欲
が
あ
り
、

短
期
で
軽
易
な
仕
事
を
希
望
す
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

次
の
日
時
で
入
会
説
明
会
を
行

い
ま
す
の
で
、
会
員
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27

日（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）の
午
後
２
時

か
ら

場
所　

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
竹
田
支
所
（
竹
田
市
大
字

会
々
２
３
１
６
番
地
１
）

問
公
益
社
団
法
人
豊
肥
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
竹
田
支
所

☎
62-

３
７
７
７

公
共
職
業
訓
練 

５
月
受
講
生
募
集

募
集
コ
ー
ス　

機
械･

Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
科
、
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
科
、
溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ

Ａ
Ｄ･

リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備

技
術
科

訓
練
期
間　

５
月
８
日
㈬
～
10
月
31

日
㈭

募
集
期
間　

３
月
29
日
㈮
ま
で

受
講
料　

無
料

※
説
明
会
を
３
月
19
日
㈫
に
行
い
ま

す
。

▪申
　

・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
皆
春
１
４
８
３-

１
）

☎
０
９
７-

５
２
９-

８
６
１
５

平成30年分確定申告の期限内納付と振替期日

国税専門官採用試験受験者募集

納税はお近くの金融機関（日本銀行歳入代理店）や税務署の窓口で受け付け
ていますが、申告所得税及び復興特別所得税並びに消費税及び地方消費税（個
人事業者）の納税は、金融機関の預貯金口座から引き落としとなる「振替納税」
が大変便利です。利用されていない方はぜひご利用ください。

受験資格
⑴平成元年４月２日から平成10年４
月１日までに生まれた方

⑵平成10年４月２日以降に生まれた
方で、次に掲げる方

　①大学を卒業した方及び平成32年
（2020年）３月までに大学を卒業
する見込みの方

　②人事院が①に掲げる方と同等の
資格があると認める方

人事院と国税庁では、国税専門官採用試験の受験者を募集しています。

試験の程度　大学卒業程度
申込方法
人事院ホームページ（http://www.
jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）または採
用情報NAVIで検索してください。
申込受付期間　４月上旬まで
第１次試験　５月下旬から６月上旬
の指定する日曜日
問人事院人材局試験課
☎03-3581-5311（内線2332）

問竹田税務署　☎63-3141※自動音声案内

平成30年分確定申告の納付期限と振替納税の振替日

納付期限 振替納税の振替日

申告所得税及び復興特別所得税 ３月15日㈮ ４月22日㈪

消費税及び地方消費税（個人事業者） ４月１日㈪ ４月24日㈬

広報たけた平成 31 年３月号 18
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竹田の婚活を＂のぞき見”コラム／ふるさと求人情報

①
事
務
職 

１
人 

14･

３
～
14･

７
万

円 

②
配
管
工 

１
人 

15
～
20
万
円 

③

レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ 

１
人 

15
～
17
万
円 

④
整
備 

１
人 

15･

８

～
26･

３
万
円 

⑤
調
理
人 

１
人 

15･

１
～
25
万
円 

⑥
ホ
ー
ル
及
び
カ
ウ
ン

タ
ー
係 

１
人 

17･

３
万
円 

⑦
営
業 

１

人 

14
～
25
万
円 

⑧
歯
科
受
付
・
補
助

作
業 

１
人 

13･

９
万
円 

⑨
軽
作
業
ス

タ
ッ
フ 

１
人 

13･

８
～
14･

９
万
円 

⑩
幼
稚
園
教
諭 

１
人 

16
万
円 

⑪
利
用

者
支
援
員 

１
人 

14
～
16
万
円 

⑫
一
般

土
木
作
業
員 

１
人 

16･

１
～
23
万
円

〔
パ
ー
ト
求
人
〕（
時
給
）

⑬
介
護
職
員 

１
人
７
６
２
～
８
０
０

円 

⑭
精
肉
ス
タ
ッ
フ 

１
人 

８
５
０

円 

⑮
レ
ジ
・
接
客
係 

１
人 

８
０
０

～
９
３
０
円 

⑯
採
卵
作
業 

１
人 

８
５
０
～
９
０
０
円 

⑰
放
課
後
児

童
支
援
員
・
補
助
員 

３
人 

７
６
５

円 

⑱
受
付
業
務 

２
人 

７
８
０
円 

⑲

レ
ジ
担
当 

１
人 

７
６
５
円 

⑳
洗
い

場 

１
人 

８
０
０
円 

㉑
喫
茶
（
茶
房
）

の
店
員 

１
人 

７
８
０
～
１
０
０
０

円 

㉒
看
護
職
員 

１
人 

１
２
０
０
～

１
５
０
０
円 

㉓
食
器
洗
浄
・
片
付
け 

１
人 

９
０
０
円 

㉔
調
理
補
助
・
接
客 

１
人 

８
０
０
円

問
竹
田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
63-

１
１
０
１

  

地
元
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ふ
る
さ
と
求
人
情
報

加入受付中！

傷害保険
賠償責任
保険

突然死
葬祭費用
保険

竹
田
の
婚
活
を＂
の
ぞ
き
見
＂コ
ラ
ム
⑥

「
婚
活
の
定
説
→
初
デ
ー
ト
は
２
時
間
以
内

に
す
べ
し
」
は
竹
田
の
恋
愛
で
も
守
る
べ
き
？

「
初
デ
ー
ト
は
、
２
時
間
程
度

で
き
り
あ
げ
る
と
い
い
。
も
っ
と

会
い
た
い
と
思
う
時
間
に
し
た
ほ

う
が
、
次
の
デ
ー
ト
に
つ
な
が
る
」

婚
活
本
に
こ
う
書
い
て
あ
っ
た

け
ど
ホ
ン
ト
？
と
竹
田
に
住
む
女

性
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
さ
あ
。
初

デ
ー
ト
２
時
間
説
は
竹
田
で
も

正
解
な
の
で
し
ょ
う
か
？

答
え
は
ノ
ー
で
す
。
竹
田
の
場

合
だ
と
、
３
～
４
時
間
を
目
安
に

デ
ー
ト
を
組
み
立
て
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

竹
田
の
男
女
に
デ
ー
ト
の
話

を
き
く
と
、
車
で
１
時
間
程
度
の

場
所
へ
行
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
大
分
市
の
カ
フ
ェ
、
美
術
館
、

映
画
、
買
い
物
。
知
り
合
い
に
見

ら
れ
な
い
よ
う
に
付
き
合
い
が
深

ま
る
ま
で
は
、
ち
ょ
っ
と
遠
出
す

る
よ
う
で
す
。

そ
の
距
離
で
、
２
時
間
で
き
り

あ
げ
よ
う
と
す
る
と
、
な
ん
と
も

さ
び
し
い
デ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま

う
し
、
往
復
の
時
間
の
方
が
一
緒

に
い
る
時
間
よ
り
長
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
！
「
楽
し
く
な
か
っ

た
の
か
な
？
」
と
思
わ
れ
て
し
ま

う
か
も
。

た
だ
、
事
前
に
別
れ
の
時
間
を

決
め
て
お
く
こ
と
は
お
す
す
め
し

ま
す
。
デ
ー
ト
の
約
束
を
す
る
時

点
で
「
夜
に
予
定
が
あ
る
か
ら
、

６
時
ご
ろ
ま
で
に
な
る
け
ど
ぜ
ひ

会
い
た
い
」
と
い
う
よ
う
に
伝
え

て
お
く
。
そ
う
す
れ
ば
「
も
っ
と

一
緒
に
い
た
い
け
ど
、
時
間
に
な
っ

た
か
ら
帰
ら
な
き
ゃ
」
と
い
う
シ

ン
デ
レ
ラ
感
が
生
ま
れ
、
次
に
会

う
動
機
に
な
り
ま
す
。
意
識
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

竹
田
え
ん
む
す
び

公
式
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　

合
同
会
社 

ｆ
u
ｆ
u 

　
　
　

代
表　

市
原
史
帆
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干
し
椎
茸
の
生
産
量
日
本
一
を

誇
る
竹
田
市
。
生
産
者
の
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
ク
ヌ
ギ
の
木
か
ら
１
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
ホ
ダ
木
を
作
る
「
玉
切

り
」、
椎
茸
菌
を
ホ
ダ
木
に
植
え
付
け

る
「
駒
打
ち
」、
植
菌
し
た
原
木
を
伏

せ
込
む
作
業
な
ど
、
ど
の
作
業
も
重

労
働
で
人
手
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
行
う

「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
み
」（
竹

田
市
飛
田
川
）で
は
、
県
内
有
数
の
椎

茸
生
産
地
を
支
え
よ
う
と
、
３
年
前

か
ら
農
家
の
依
頼
を
受
け
、
駒
打
ち

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

久
住
町
栢
木
の
倉
橋
清
晴
さ
ん

所
有
の
山
林
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
電
気
ド
リ
ル
で
２
セ
ン
チ
ほ

ど
の
穴
を
開
け
、
利
用
者
が
そ
の
穴

に
椎
茸
の
種
駒
を
打
ち
込
む
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
４
月
末
頃
ま
で
に

１
万
５
千
本
の
ホ
ダ
木
に
25
万
駒
を

植
菌
予
定
と
い
う
こ
と
で
、
職
員
の

本
田
翔
太
郎
さ
ん
は
「
利
用
者
の
体

調
、
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
作

業
が
で
き
、
ま
た
自
然
の
中
で
の
作

業
が
と
て
も
好
評
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

農
業
王
国
の
本
市
で
、
農
業
と
福

祉
の
連
携
「
農
福
連
携
」
の
取
り
組

み
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
被
差
別
部
落

出
身
の
人
は
い
ま
す
か
？
部
落
差

別
に
よ
っ
て
悲
し
ん
で
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
？

こ
の
社
会
の
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

差
別
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と
も
学

ん
で
い
る
し
、
差
別
を
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

は
部
落
差
別
に
関
す
る
差
別
的
な

書
き
込
み
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
被

害
を
受
け
る
人
が
増
え
て
い
る
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
６

年
の
12
月
に
部
落
差
別
解
消
推
進

法
と
い
う
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
現

実
に
部
落
差
別
が
存
在
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
も
し
か
し
た
ら
自
分
の

周
り
に
差
別
に
よ
っ
て
悲
し
ん
で
い

る
人
は
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
は
差
別

を
し
て
い
な
い
か
ら
関
係
な
い
と
思
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

苦
し
ん
で
い
る
人
は
自
分
の
本

当
の
苦
し
み
を
言
え
な
い
の
で
す
。

一
番
わ
か
っ
て
欲
し
い
こ
と
は
、
一

番
話
し
に
く
い
も
の
な
の
で
す
。
見

よ
う
と
し
な
け
れ
ば
見
え
な
い
、
知

ろ
う
と
し
な
け
れ
ば
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
知
ら
な
い

う
ち
に
自
分
が
差
別
者
に
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。
こ

の
問
題
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
分
自

身
が
「
ど
う
生
き
る
か
」
を
考
え
る

大
切
な
学
び
に
な
り
ま
す
。

差
別
を
な
く
す
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
問
題
と
し
て
、
自
分
と

向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
正
し

く
理
解
し
正
し
い
行
動
に
つ
な
げ
、

差
別
の
な
い
社
会
へ
の
大
き
な
一

歩
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課

☎
63-
４
８
１
７

一人ひとりの一歩が
社会を変える

こころちゃん

人
権

シリーズ　No.47

↑第50回を迎える竹田高校器楽部の定期演奏会。〈グラ
ンツたけた〉に楽しく元気な音色を響かせます！

↑駒打ち作業を行っている「サポートセンターやまなみ」
の職員と利用者の皆さん

↑自然の中での作業が、利用者の気分
転換にもなっている「駒打ち作業」

農
福
連
携
で
産
地
維
持
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小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

３／ ２㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

３／ ３㈰ 豊後大野市民病院

３／ ９㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

３／10㈰ みやわき小児科

３／16㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

３／17㈰ 豊後大野市民病院

３／21㈭ 豊後大野市民病院

３／23㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

３／24㈰ 豊後大野市民病院

３／30㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

３／31㈰ 豊後大野市民病院

４／ ６㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

４／ ７㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00） 

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる
場合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎
63-0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合
には、あらかじめ用意された約束処方となることがあります。なお、
毎月の当番表については、大分県豊肥保健所のホームページの「お
おいた医療情報ほっとネット」にも掲載しています。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

３／ ３㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

３／10㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263

３／17㈰ ふじさわ歯科医院 ☎ 64-1118

３／21㈭ 竹下歯科医院 ☎ 62-2662

３／24㈰ 歯科筑紫医院 ☎ 76-0024

３／31㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
※当番医院の情報については、大分県歯科医師会のホームペー
ジでも確認することができます。

休日及び夜間の在宅当番医院

３月の在宅当番医院

受付時間　平日夜間18：00～21：00　土曜日13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日9：00～21：00
注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらうよう
お願いします。
・当番医院は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に
症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日
当番医院を受診してください。
※当番医院の情報については、変更になる場合があります。最新
の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い
ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

  1㈮ 伊藤医院 ☎75-2222 17㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

  2㈯ 大久保病院 ☎64-7777 18㈪ 道全内科 ☎63-2270

  3㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 19㈫ 志賀内科 ☎63-2083

  4㈪ 道全内科 ☎63-2270 20㈬ 秦医院 ☎63-2246

  5㈫ 志賀内科 ☎63-2083 21㈭ 大久保病院 ☎64-7777

  6㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 22㈮ 柚須医院 ☎63-2016

  7㈭ 加藤病院 ☎63-2338 23㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

  8㈮ 柚須医院 ☎63-2016 24㈰ 大久保病院 ☎64-7777

  9㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 25㈪ 道全内科 ☎63-2270

10㈰ 大久保病院 ☎64-7777 26㈫ 志賀内科 ☎63-2083

11㈪ 道全内科 ☎63-2270 27㈬ 佐藤医院 ☎68-2005

12㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 28㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

13㈬ 志賀内科 ☎63-2083 29㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

14㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 30㈯ 大久保病院 ☎64-7777

15㈮ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 31㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

16㈯ 大久保病院 ☎64-7777

休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線

「
地
元
の
温
泉
を
健
康
づ
く
り
に

活
用
で
き
な
い
か
」
と
い
う
住
民
の

声
が
も
と
と
な
り
、
平
成
14
年
度
に

湯
中
運
動
教
室
を
開
催
し
、
翌
年
そ

の
教
室
卒
業
生
に
よ
り
結
成
さ
れ

た
の
が
『
お
湯
健
ク
ラ
ブ
』
で
す
。

今
年
度
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

湯
中
運
動
専
用
施
設
が
な
い
な

か
、
公
共
浴
場
か
ら
活
動
を
始
め
、

平
成
16
年
度
に
ぽ
か
ぽ
か
ハ
ウ
ス

（
直
入
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
併
設
）
が
完
成
。
現
在
の
活
動

の
場
と
な
り
、
週
１
回
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

内
容
は
自
宅
で
も
で
き
る
「
お
茶

筋
体
操
」
と
湯
中
運
動
を
組
み
合
わ

せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
湯
中

運
動
は
陸
上
の
運
動
で
は
得
ら
れ

な
い
「
浮
力
・
水
圧
力
・
抵
抗
力
・
温

泉
力
」
を
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、

「
関
節
の
痛
み
が
軽
く
な
っ
た
」「
歩

く
の
が
楽
に
な
っ
た
」「
よ
く
眠
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
、
筋
骨
格
系
疾
患
の
予
防
と
痛

み
の
解
消
、
心
身
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
等
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い

ま
す
。

地
域
の
資
源
で
あ
る
「
温
泉
」
を

活
用
し
、
３
つ
の
「
わ“
輪
・
和
・
笑
”」

を
大
切
に
仲
間
づ
く
り
と
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
直
入
支
所
地
域
振
興
課

☎
75-

２
２
１
１

市民が主役！

健康一直線
第11回

発足15周年  地域の温泉で

　健康づくり『お湯健クラブ』

↑結成15周年を迎えた「お湯健クラブ」。温泉を活用した健康づくりと仲間づくりを行っています
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滞納処分を強化しています
問 竹田市税務課特別収納推進室　☎63-1111（内線193・194・195・196）

〈平成30年度の 滞納処分等実施状況〉

滞納処分件数は 365件 (平成30年４月～平成31年１月末 )

差し押さえの内容

■預　貯　金　２４７件　　■給　与　　５４件

■生命保険等　　２２件　　■年　金　　　４件

■動　　　産　　　８件　　■その他　　２６件

■交 付 要 求　　　４件

※家宅捜索   ７件（差し押さえ件数には含まず）

金額にして、約3,900万円を差し押さえによって
徴収しています。

口座振替

キャンペーン実施中！

廃車手続きはお済みですか？

口座振替制度は税の納め忘れがなく、納期
ごとに納めに行く時間や手間がかからず便利
です。
口座振替の申し込みは簡単。振り替えを始
めたい納期限の前月までに通帳と通帳の届出
印を持って、市役所税務課・各支所地域振興課
または市内の金融機関でお申し込みください。
現在、口座振替キャンペーン（2019年７月末

まで）を実施中です。期間中に登録いただいた
方にはもれなく竹田市家庭用指定ごみ袋１ロ
ール（大サイズ10枚入り）をプレゼントします！
問竹田市税務課管理係

　☎63-1111（内線121・122）

　軽自動車税は、毎年４月１日時点で軽自動車等を

所有している方にかかる税金です。使用していない
原付や農耕用トラクター等がありましたら、廃車手

続きを行ってください。また、所有者または使用者

が変更になった場合は名義変更の手続きをお早めに
お願いします。

〔手続き窓口〕
　①原付自転車と小型特殊（農耕用トラクター等）
　　→市役所税務課及び各支所地域振興課
　②軽四乗用車及び軽四貨物車
　　→大分県軽自動車検査協会（☎050-3816-1759）
　③排気量250cc超の二輪車
　　→九州陸運局大分運輸支局（☎050-5540-2087）
問竹田市税務課課税係
　☎63-1111（内線126）

平成30年度も残りひと月となりました。税金の納め忘れはありませんか？

納期内に納めた方との公平性を保つため、滞納がある方には本来の税額などに「督促手数料」や「延滞金」

を加算して請求します。さらに、金融機関・勤務先・保険会社等に対して財産調査を実施し、財産等がある

にもかかわらず納付しない場合は、事前予告や本人の同意なく、財産の差し押さえを行います。

滞納したまま放置せず、事情のある方は必ず納付相談をお願いします。

↑捜索によって差し押さえた動産等は、公売会で公売されま
す（平成30年度大分県市町村合同公売会の様子）
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こんなとき 届出に必要なもの

国
保
に
は
い
る
と
き

他の市町村から転入したとき

（転入届を先に提出してください）

世帯主の印かん

「特定同一世帯所属者異動連絡票」（お持ちの方のみ）

「旧被扶養者異動連絡票」（お持ちの方のみ）

職場の健康保険をやめたとき

（退職・被扶養者からはずれた、

任意継続が切れた等）

健康保険の資格喪失日がわかるもの、世帯主の印かん

　・健康保険の資格喪失証明書

　・任意継続切れによる加入の場合は喪失予定日が

　　保険証に記載してあれば保険証、記載がない場合は

　　資格喪失証明書

失業保険受給中の方は雇用保険受給資格者証

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村へ転出するとき

（転出届を先に提出してください）
転出する方の保険証、世帯主の印かん

職場の健康保険に入ったとき

（就職・扶養の認定など）

健康保険の資格取得日がわかるもの

　・新しく加入した健康保険の保険証

　　（加入した方全員分）

　・健康保険加入証明書

国保の保険証、世帯主の印かん

そ
の
他

就学のため転出するとき 在学証明書、保険証、世帯主の印かん

職場の健康保険や後期高齢者医療制度などに加入していない方は、すべて国民健康保険に

加入しなければなりません。

次のような場合は、必ず14日以内に竹田市保険健康課または各支所地域振興課で手続きを

お願いします。

※手続きに来られる方は、マイナンバーカード（もしくは通知カードと身分証１点）による本人確認

を行っていますので、必ずご持参ください。

※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢者医療制度の被保険者になった方で、以後、世帯主

が変わることなく、継続してその世帯にいる方のことです。

※旧被扶養者とは、扶養関係にあった被保険者が後期高齢者医療制度へ加入したことにより、国民

健康保険に加入された方（ただし、年齢が65歳以上であること）のことです。

■届出が遅れると、保険税は加入の資格を得た月まで遡って納めなければなりません。その間にかかった

医療費は全額自己負担となります。また、喪失の届け出が遅れ、国保の資格がなくなった後に国保の保

険証を使って診療を受けた場合には、国保が負担した医療費を返していただくことになりますので、必

ず14日以内に手続きをお願いします。

■保険税の計算は市県民税の申告を基に行います。忘れずに申告を行いましょう！！

国民健康保険の届出をお忘れなく！

転入・転出や健康保険の異動が多い時期です

問 竹田市保険健康課国保・高齢者医療係　☎63-1111（内線177・178・179）
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北
に
く
じ
ゅ
う
連
山
、
西
に
阿
蘇

山
を
望
む
阿
蘇
外
輪
山
の
東
麓
に
広

が
る
菅
生
高
原
の
中
心
に
本
校
が
あ

り
ま
す
。
歴
史
は
古
く
、
現
在
の
校

門
の
支
柱
は
大
正
９（
１
９
２
０
）年

当
時
の
も
の
で
、
現
校
舎
は
昭
和
53

（
１
９
５
４
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
と
温
か
い
地
域
の
方
々

に
育
ま
れ
、
24
名
の
児
童
が
学
ん
で

い
ま
す
。

本
校
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
全
校
児
童

が
入
れ
る
大
型
の
古
代
住
居（
竪
穴

式
住
居
）で
す
。
校
区
に
は
、
七
ツ
森

古
墳
な
ど
い
く
つ
か
の
遺
跡
が
あ
り
、

昭
和
57
年
に
熱
意
あ
ふ
れ
る
当
時
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
が
、
学
校
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
初
代
古
代
住
居

を
建
て
ま
し
た
。
現
在
の
古
代
住
居

は
三
代
目
の
も
の
で
、
定
期
的
に
火

ぼくたち・私たちの

学び舎

入
れ（
防
虫
）等
の
保
存
活
動
を
実
施

し
、
社
会
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

本
校
に
は
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
学

校
を
目
指
し
て
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
活
動
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

の
活
動
は
、「
ね
ぎ
の
神
楽
」
の
伝
承

で
す
。
地
域
や
保
護
者
の
指
導
を
受

け
、
運
動
会
や
禰ね

ぎ

の

疑
野
大
祭
で
毎
年

披
露
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
地
域

に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
も
行
い
ま

し
た
。

二
つ
目
は
、
地
域
内
の
国
道
及
び

七
ツ
森
古
墳
等
文
化
財
の
美
化
活
動

「
ゴ
ミ
０
大
作
戦
」
で
す
。
年
２
回
の

「
ゴ
ミ
０
大
作
戦
」
も
37
年
目
を
迎
え
、

平
成
28
年
度
に
は
国
土
交
通
省
大
臣

表
彰
を
、
今
年
度
は
全
国
環
境
美
化

教
育
優
秀
校
表
彰
を
め
で
た
く
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
古
紙
・
ア
ル
ミ
缶
回
収
を

行
い
、
益
金
で
本
を
購
入
す
る
と
と

も
に
地
域
に
図
書
館
を
開
放
す
る

「
ね
ぎ
の
文
庫
」
の
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
も
軌
道
に

乗
り
、
今
年
度
は
数
万
円
分
も
の
蔵

書
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で

す
。子

ど
も
た
ち
に
は
、
そ
ん
な
地
域
・

学
校
を
愛
す
る
方
々
の
思
い
に
触
れ

る
経
験
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
「
菅
生
」

を
い
つ
ま
で
も
愛
す
る
子
ど
も
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
、
今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
教
頭　

相
部
俊
郎
）

ふ
る
さ
と「
菅
生
」を
愛
す
る
子
ど
も
に

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
市
立
菅
生
小
学
校

「地域実践医療」の必要性を貫いた医師、加
か

藤
とう

暢
のぶ

士
お

先生

ま
る
ご
と
博
物
館

160

平
成
24
年
６
月
23
日
、
久
住
町

民
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
日

に
な
っ
た
。
町
民
の
命
の
尊
厳
だ

け
を
必
死
に
見
つ
め
続
け
た
加

藤
暢
士
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

享
年
64
歳
。

先
生
は
昭
和
48
年
熊
本
大
学

医
学
部
を
卒
業
、
国
立
福
岡
中
央

病
院
、
熊
本
大
学
医
学
研
究
所

助
手
、
水
俣
市
立
病
院
循
環
器
科

副
医
長
を
歴
任
し
、
昭
和
55
年
３

月
、
出
身
地
の
久
住
町
に
帰
郷
し

て
久
住
加
藤
医
院
を
開
業
し
た
。

先
生
33
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
の
志

は
地
域
住
民
の
た
め
、
地
域
医
療

に
一
念
発
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
58
年
、
こ
の
地
域
に
は
老

人
ホ
ー
ム
が
必
要
と
考
え
、
社
会

福
祉
法
人
豊
和
会
を
立
ち
上
げ
、

当
時
直
入
郡
で
は
初
め
て
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
設
立
し
た
。

さ
ら
に
、
竹
田
市
医
師
会
の
発

展
に
大
き
な
力
と
な
り
、
市
町
村

合
併
に
合
わ
せ
て
医
師
会
長
と

し
て
、
今
日
の
社
団
法
人
竹
田
市

医
師
会
の
礎
を
築
い
た
。
そ
の
間
、

学
校
医
と
し
て
も
児
童
生
徒
の

保
健
管
理
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
。平

成
19
年
に
は
竹
田
医
師
会

病
院
に
て
、
内
科
医
３
名
が
退
職

す
る
事
態
と
な
り
、
残
っ
た
内
科

医
は
暢
士
先
生
だ
け
。
当
時
先

生
は
数
年
前
の
脳
出
血
の
後
遺

症
で
片
足
を
引
き
ず
る
状
態
で
、

１
６
０
床
の
救
急
病
院
の
内
科

医
と
し
て
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を

し
た
。
い
つ
も
笑
顔
で
他
３
名
の

医
師
の
前
に
立
ち
、「
大
丈
夫
、
大

丈
夫
」
と
元
気
づ
け
頑
張
っ
て
い

た
。
竹
田
医
師
会
病
院
を
救
っ
た

立
役
者
は
、
加
藤
暢
士
先
生
だ
っ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
医
療
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
住
民
の
す
べ
て
を
知
る
こ

と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
往
診
を
大
切
に
し
て
い
た
。
先

生
の
生
き
様
は
医
師
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
文
化
・
芸
術
は
も
ち
ろ

ん
、
環
境
、
水
、
微
生
物
の
こ
と
、

そ
し
て
有
機
農
業
へ
と
広
が
り

を
見
せ
た
。
そ
の
探
究
心
や
ふ
る

さ
と
を
守
り
発
展
さ
せ
よ
う
と

し
た
思
い
が
、
今
を
生
き
る
地
域

の
人
た
ち
の
指
針
に
な
っ
て
い
る
。

（
田
北　

敏
彦
）

↑本校のシンボルの古代住居

↑37年目を迎えた「ゴミ０大作戦」

↑老人ホームを訪問し、神楽を披露

広報たけた平成 31 年３月号 24
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↑加藤暢士先生



「メアリ・ポピンズ」
トラバース　朝日出版社

一
般
の
本

子
ど
も
の
本

かしこいネコが、貧しいご主人様を助

けるために知恵を使って繰り広げる痛快

なおはなし。カラフルな色使いでさわっ

ても楽しめるおはなしえほんシリーズを

お楽しみください。

風にのってやってきたメアリ・ポピン

ズと不思議な世界へ！空想物語の名作

を安野光雅が描く美しい絵の中で読ん

でみてください。今から 30 年ほど前のお

話ですが、詩人であり、童話作家であっ

た岸田衿子の訳で送る素敵な一冊です。 

【一般の本】

・夜の淵をひと廻り［KADOKAWA］ 真藤　順丈

・塔と重力［新潮社］ 上田　岳弘

・跳ぶ男［文藝春秋］ 青山　文平

・帰去来［朝日新聞出版］ 大沢　在昌

・国家と教養［新潮社］ 藤原　正彦

・新宿の猫［ポプラ社］ ドリアン助川

・樹木希林120の遺言～死ぬときぐらい好きにさせてよ

　［宝島社］ 樹木　希林

・九州の関ヶ原［戎光祥出版］ 光成　準治

・九州の巨人！巨木！！と巨大仏！！！［書肆侃侃房］

 オガワカオリ

・体が変わる！「きくち体操」［廣済堂出版］ 菊池　和子

【子どもの本】

・おおあたり！（おはなしだいすき）［小峰書店］

 もとした　いずみ 作／山西　ゲンイチ 絵

・砂に書いた名前［汐文社］ 赤川　次郎

・こちらへそ神　異能少年団［ポプラ社］

 奈雅月　ありす 作／アカツキウォーカー 絵

・ねむりのくにの ぐうすか くうすか［文芸社］

 敷村　良子 文／菅野　由貴子 絵

・ちゅんたろうのしょうがっこうたんけん［白泉社］

 田島　かおり

・かんぺきなこども［ポプラ社］

 ミカエル・エスコフィエ 作／マチュー・モデ　絵／石津　ちひろ 訳

 他150冊ほど入りました。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

３
月
７
日
㈭
　
竹
田
幼
稚
園

３
月
８
日
㈮
　
南
部
幼
稚
園

「
土
曜
日
の
お
は
な
し
会
」

３
月
９
日
㈯
　
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

※

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

司書おすすめの一冊

新図書館のコーナー紹介

「あおぞらひろば」

図 書 館 に 行こう図 書 館 に 行こう

新刊のご案内新刊のご案内

３  月
３月は卒業のとき。早いもので、もう年度末

を迎えました。

新たな旅立ちに向かって羽ばたこうとしてい

るあなたへ、図書館ではたくさんの本があなた

の背中を後押ししてくれること間違いなし！い

ろんな本を揃えてお待ちしています。

西館を入ると、「みんな

のひろば」の外に「あおぞ

らひろば」があります。天

気の良い日は、青空と心地

よい風を感じながら、お弁

当を食べたりお茶を飲んだ

りできます。自動販売機も

ありますので、どうぞご利用ください。これまで図書館のいろ

いろなコーナーを紹介してきましたが、お気に入りの場所は

ありましたか？ぜひ図書館に足を運んでみてください。皆さ

んにとって居心地のよい場所が見つかりますように。

おはなしデコボコえほん

「ながぐつをはいたネコ」
グザビエ・ドゥヌ　小学館

３月11日㈪～15日㈮まで蔵書点検のため全館休館となります。

大変ご迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願いします。

郷
土
の
本

三宅の工藤家に伝わる木箱に納めら

れた古文書「緩木山高源寺傳記」。今から

400 年前に書かれた地域の言い伝えの貴

重な資料を末永く語り継がれていくよう

にと、この度全文解読して一冊にまとめ

られました。地域の歴史の解明の一助に

なればと作られたそうです。 

「緩木山高源寺傳記」
工藤　雅生

3月の
蔵書点検の
お知らせ

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048

■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200

■久住図書室　TEL 76-0717   FAX 76-0724

■直入図書室　TEL 75-2211   FAX 75-2217

25 2019 年３月発行



市長コラム

〈第114回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが 『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

←プラハにて
　『世界に通用する個性的な

温泉地づくり』を目指して、
熱き思いを胸に共に歩み
を進めた朋友・古荘進さん

（手前右）

友
情
で
築
き
上
げ
た
『
未
来
へ
の
夢
』

朋
友 

古
荘
進
さ
ん
が
遺
し
た
も
の

去
る
2
月
14
日
、
長
湯
温
泉
の
老
舗
『
上
野
屋

旅
館
』
の
ご
主
人
、
古
荘
進
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。

ご
自
身
も
旧
直
入
町
時
代
に
町
議
会
議
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
し
、
お
父
さ
ん
の
昇
さ
ん
は
、
直
入
町

の
教
育
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
か
ら
知
っ
て
い
る

方
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

進
さ
ん
は
昭
和
22
年
の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
私
よ

り
も
6
歳
年
上
。
小
学
校
ま
で
は
郷
土
の
長
湯
小

学
校
に
通
い
、
中
学
校
、
高
校
は
大
分
市
へ
。
大
学

時
代
か
ら
東
京
に
出
た
か
ら
、
し
ば
ら
く
姿
を
見

る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
私
た
ち
に
は
ふ
る
さ
と
の
磁
場
が
働

い
た
よ
う
で
、
私
が
京
都
か
ら
帰
っ
て
役
場
に
勤

め
た
の
が
昭
和
51
年
。
進
さ
ん
が
妻
の
妃
都
美
さ

ん
と
生
ま
れ
て
間
も
な
い
長
男
の
聡
一
君
を
連
れ

て
帰
っ
て
き
た
の
が
翌
年
、
昭
和
52
年
で
あ
っ
た
。

以
来
、
と
も
に
温
泉
地
の
新
時
代
を
意
識
し
て

若
き
血
を
燃
や
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
私

は
行
政
で
、
進
さ
ん
は
地
域
を
束
ね
る
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
時
に
ラ
イ
バ
ル
と

し
て
睨
み
合
う
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
閉
塞
感
を
打
ち
破
る
た
め
に
、
私
が
手

掛
け
た
の
が
先
人
た
ち
の
歩
み
の
掘
り
起
こ
し
、

つ
ま
り
長
湯
温
泉
の
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
振
り
返
れ
ば
未
来
』
と
い
う
の
が
そ
の
頃
の
私

の
口
癖
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
行
き
詰
ま
っ
た
ら
過
去

を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
だ
。
そ
こ
に
は
進
む
べ

き
未
来
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
。
と
い
う
の
が
こ

の
理
念
で
あ
る
。

私
た
ち
は
昭
和
初
期
、
長
湯
温
泉
を
世
界
に
売

り
出
そ
う
と
努
力
し
た
先
人
た
ち
の
足
跡
に
出

会
っ
た
。
合
言
葉
は
『
日
本
一
の
炭
酸
泉
』
で
あ
り
、

『
世
界
に
通
用
す
る
個
性
的
な
温
泉
地
づ
く
り
』
で

あ
っ
た
。

こ
う
し
て
平
成
元
年
、
つ
い
に
私
た
ち
は
ふ
る

さ
と
創
生
の
風
に
乗
っ
て
先
人
た
ち
が
憧
れ
た
ド

イ
ツ
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。『
目
標
が
あ
る
か
ら

チ
ャ
ン
ス
が
見
え
る　

ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
か
ら
決

断
で
き
る
』
と
い
う
わ
け
だ
。

私
は
当
時
の
町
長
、
岩
屋
万
一
さ
ん
に
お
願
い

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
温
泉
地
研
修
に
派
遣
し
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
時
同
行
し
て
く
れ
た
の
が
古
荘
進

さ
ん
だ
っ
た
。
い
や
、
私
か
ら
彼
に
頼
み
込
ん
だ
。

官
民
が
大
局
観
を
以
て
手
を
結
べ
ば
世
界
に
通
用

す
る
温
泉
地
づ
く
り
は
必
ず
実
現
す
る
と
い
う
熱

き
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
当
時
国
際
交
流
員
と
し
て
国
か
ら

派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
た
ヨ
ア
ン
・
バ
イ
サ
ッ
ト
さ

ん
を
通
訳
と
し
て
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
チ
ェ
コ
に

学
ん
だ
。
１
９
９
３
年
11
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

日
常
に
閉
塞
感
が
生
ま
れ
た
ら
大
切
な
人
と
旅

に
出
る
こ
と
だ
と
教
え
て
く
れ
た
先
輩
が
い
た
。

実
際
そ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
で
私
た
ち

の
間
に
あ
っ
た
確
執
は
解
け
、
最
高
の
友
人
関
係

を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
旅
で
、
ド
イ
ツ
の
姉
妹
都
市
バ
ー
ト
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
と
の
絆
が
深
ま
り
、
同
市
か
ら
秘

蔵
の
ワ
イ
ン
が
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
平
成
8
年
、
彼
は
町
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補

し
、
見
事
に
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
、
長
湯
温
泉
の

未
来
を
導
い
て
く
れ
る
御
前
湯
の
建
設
構
想
の
立

ち
上
げ
を
支
援
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
さ
に
『
有
由
有
縁
』。
ふ
る
さ
と
長
湯
に
時
代

を
同
じ
く
し
て
生
ま
れ
落
ち
た
進
さ
ん
が
い
た
か

ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
日
本
一
の
炭
酸
泉
を
誇
り
、

世
界
に
通
用
す
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
建
設
ま
で
た
ど

り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

71
年
の
人
生
は
短
か
っ
た
か
。
そ
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
彼
が
ふ
る
さ
と
に
残
し
た
未
来
へ
の
夢

は
永
久
に
語
ら
れ
、
地
域
を
導
い
て
く
れ
る
に
ち

が
い
な
い
。

あ
ら
た
め
て
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
申
し
上
げ
る
。
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※この券を切り取り、登城の際に料金所に提出してく

ださい。１枚につき、１家族が無料で観覧できます。

国指定史跡　岡城跡

家族無料観覧券

まで開催中
３
10日

早春の城下町を彩るおひなさま

 第21回 岡藩城下町雛まつり
城下町竹田に春の訪れを告げる「第21回岡藩城下町雛まつり」が２月14日、

城下町一円で始まりました。
竹田市殿町の竹田創生館で行われたオープニングセレモニーには、しらゆ

り幼稚園、竹田幼稚園、竹田保育所、荻保育園の園児約110人が参加。ひなあ
られで乾杯し、「うれしいひなまつり」を合唱した園児たちは、本町通りの旧マ
ルナカ陶器店に移動し、紅・白・緑の３色の餅をヤナギの枝に飾りつける「花も
ちづくり」を体験しました。
岡藩城下町雛まつりは３月10日㈰まで開催。城下
町内の各店舗42か所に、古くから伝わる立雛や手折
りの紙雛が竹に飾られた「竹雛」などが展示されてい
ます。ぜひ早春の城下町にお越しください。

 ひいなあそび
日時　３月２日㈯　午前11時～午後２時

場所　竹田市城下町交流プラザ建設予定地

 流し雛
日時　３月８日㈮　午前10時30分～

場所　JR豊後竹田駅前稲葉川河川敷

問岡藩城下町雛まつり実行委員会　☎63-2638

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
の
ニ
ャ
ー
駅
長

や
ね
こ
に
ち
な
ん
だ
飲
食
店
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
ま
ち
の

“
に
ゃ
ん
こ
た
ち
”
を
探
す
「
冬
ぽ
か

竹
田
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
９
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
、
竹
田
で
見
つ
け
た
に
ゃ

ん
こ
を
写
真
に
撮
り
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
「
＃
竹
田
に
ゃ
ん
こ
」
を
つ
け
て

投
稿
す
る
と
、
抽
選
で
豊
後
牛（
１
万

円
相
当
）、
ワ
イ
ン
や
和
菓
子
の
詰
め

合
わ
せ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

に
ゃ
ん
こ
は
、
街
ブ
ラ
に
ゃ
ん
こ

で
も
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る

に
ゃ
ん
こ
で
も
Ｏ
Ｋ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
３
月
10
日
㈰
ま
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
を
開
催
中

の
竹
田
市
で
、
ほ
っ
こ
り“
に
ゃ
ん
こ

探
し
”
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会（
☎
０
９
７
４-

63-

０
５
８
５
）

ま
た
は

タ
ケ
タ
ン 

で
検
索
。

冬
ぽ
か
竹
田
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
９

竹
田
で

に
ゃ
ん
こ
を

見
つ
け
て

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

↑飲食店ではスペシャルなにゃんこが
登場！直入町長湯のお食事処正直屋
では、にゃんこの姿がかわいい「にゃ
んこカレー」が特別メニューに

登城バスで
桜咲く岡城へ
春の行楽シーズンに合わせ

て、今年も岡城登城バスを運行
します。
このバスは身体の不自由な

方や高齢者の方など、登城が難
しい方を対象に駐車場から本
丸東側の東中仕切り付近まで
送迎します。
ぜひ、登城バスを利用して春

の岡城をお楽しみください。
運行期間　３月21日㈭～５月
６日㈪の土・日・祝日のみ運行
※桜の開花状況によっては平
日も運行します。
※乗車料金は無料です。
問竹田市教育委員会文化財課
☎0974-63-4818

ニ
ャ
ー

キ

リ

ト

リ

セ

ン

キ リ ト リ セ ン

第21回岡藩城下町雛まつり／竹田でにゃんこを見つけてニャー／誕生おめでとう ほか



キ リ ト リ セ ン

キ

リ

ト

リ

セ

ン

カツラ（カツラ科）

阿孫　久見

第 168 回   郷土の植物
（359）

山
地
の
谷た

に

沿ぞ

い
の
冷れ

い

温お
ん
た
い帯

に
生

育
す
る
高
さ
30
㍍
に
も
な
る
雌し

ゆ

う雄

異い

し

ゅ株
の
落ら

く
よ
う葉

高こ
う
ぼ
く木

で
す
。
発は

つ

が芽
に

必ひ
つ
よ
う要

条じ
ょ
う
け
ん

件
が
き
び
し
い
の
か
巨き

ょ
じ
ゅ樹

が
離は

な

れ
て
孤こ

り

つ立
し
て
い
ま
す
。
主し

ゅ
か
ん幹

の
周し

ゅ
う
い囲

に
は
ひ
こ
ば
え
が
多お

お

く
生は

え
ま
す
。
樹じ

ゅ

ひ皮
は
白
っ
ぽ
い
暗あ

ん

灰
か
い
し
ょ
く色

で
縦た

て

に
割わ

れ
目
が
あ
り
ま
す
。

葉
は
対た

い
せ
い生

で
長
い
柄え

が
あ
り
、
形

は
ハ
ー
ト
形
で
、
ふ
ち
は
ま
る
い
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
ま
す
。
裏り

め

ん面
は
粉ふ

ん

白は
く
し
ょ
く

色
で

す
。
長
さ
は
８
㌢
、
幅
が
９
㌢
ほ
ど

で
す
。

春
の
頃
、
ま
だ
葉
が
展て

ん
か
い開

す
る

前
に
花か

べ

ん弁
も
が
く
も
な
い
、
基き

ぶ部
を

苞ほ
う（

花
の
下
部
に
つ
き
、
つ
ぼ
み
を

保ほ

ご護
す
る
葉
の
変へ

ん
け
い形

し
た
も
の
）に

包つ
つ

ま
れ
た
上
品
な
淡た

ん

紅こ
う
し
ょ
く

色（
写
真
は

雄お

ば

な花
）の
花
を
対つ

い

に
な
っ
て
枝え

だ

い
っ
ぱ

い
に
咲
か
せ
ま
す
。

和
名
の
由ゆ

ら

い来
は
カ
ツ
ラ
の
カ
ツ

は
葉
か
ら
抹ま

っ
こ
う香
を
つ
く
っ
て
い
た
の

で
香
出（
か
づ
）で
あ
る
と
い
わ
れ
、

ラ
は
語ご

び尾
の
添そ

え
詞

こ
と
ば

だ
と
い
い
、
桂

カ
ツ
ラ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
で
は
祖
母
山
系
の
谷た

に
す
じ筋

の

お
よ
そ
標

ひ
ょ
う
こ
う

高
７
０
０
～
１
４
０
０

㍍
の
林り

ん
な
い内

で
巨
樹
が
観
察
さ
れ
ま

す
が
個
体
は
少
な
い
で
す
。
花
期
は

４
月
で
す
。

国指定史跡岡城跡

家族無料
観覧券

  有効期間

平成31年３月16日㈯
　　　～４月14日㈰まで
桜咲く春の岡城へぜひお越しください

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。
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